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資料 1-1

高校生の200mL初回献血者確保シミュレーション

1 基 本的な考え方

・血液製斉Jの安全性、製造効率、医療機関の需要の観点から、献ユを推進するうえで40011L献血を基本とする。
・将来の献血推進の基盤となる若年層に対する献血推進が重要であることから、200mL献血については、初回 16歳男女、17歳女性
の高校生の献血推進を行う。

2 高 校生の200mL初回献血者確保について
,平成 23年度 10代献血率の目標数値である60%(実 績は5.8%)を 基にシミュレーションを行い確保を行う。
・平成23年度の実績 (表2)か ら高機生の初回200正献血者 (16歳男女 ,17歳女性)及 び高校生の初回400mL献血者 (17歳男性 ・

18歳男女)の害J合 (10代の献工者に占める割合 :200祀献血者 16歳男女9.0%、200血献血者 17歳女性46%、 400mL献血者 17
歳男性45%、 400mL献血者18歳男女15.8%)を算出し平成23年度の目標数 (表1)を設定した。

(表1:平成23年度目標数)                                             (人 )

‐ｏ代耐
10代

献血者数

10イヽ

総人口

高校生の初回献血者確保目標数

200m L献 血者 400m L献 血者 確保目標数

16歳 男女 17歳女性 計 17歳 男性 18歳男女 計 合計

60% 293,340 4,889,000 26,401 13,494 39,895 13,201 46,348 59,549 99,444

(9.0%)  (46%)        (45%)  (15.8%)

(表2:平成 23年度実績)

10代

献血率

1 0 1ヽ

献血者数

10イ代

総人口

高校生の初回献血者確保目標数

200m L献 血者 400m L献 血者
合計16歳男女 17歳女性 計 17歳 男性 18歳男女 計

5,8% 285,021 4,889,000 25711 13,243 38,243 12,885 45,129 58,014 96,968

(9.0%)  (46%)        (45%)  (158%)

(人)



3 平 成 24年度～平成26年度高校生の200mL初回献血者の確保目標
・平成 23年度の10代献血率の目標数値60%を 基に平成26年度までの 10代献血率の目標数値を増力口率とし、それに合わせた高校
生の200mL初回献血者を確保目標数とした。

(人)

4 平 成24年度上半期における高校生の200mL初回献血者実績
・平成24年度上半期における高校生の200mL初回献血者及び400mL初回献血者の実績を基に、上記3で設定した平成24年度の目標
値に対 し上半期の実績から下半期の確保目標数のシミュレーションを行つた。

10代

献血率の

目標値

10代献血者

目標数
10代 総人口 増加率

高校生の初回献血者確保目標数

200mL献血者 400mL献 血者

合計16歳

男女

17歳

女性
計

1 7慶晏

男性

18歳

男女
計

平成 24年度 61% 294,691 4,831,000 100.50/O 26,534 13,562 40,096 13,268 46,580 59,848 99,944

平成 25年 度 62% 299,336 4,828,000 101 60/O 26,959 13,779 40,738 13,481 47,326 60,807 101,545

平成 26年度 64% 307,264 4,801,000 102.60/O 27,660 14,138 41,798 13,832 48,557 62,389 104,187

平成 24年 度

上半期

実績

(4月～9月 )

200mL献 血者数 400祀献血者数
合計16歳男女 17歳女性 計 17歳 男性 18歳男女 計

10,220 5,644 15,864 4,924 25,694 30,618 46,482

(人)

平成 24年 度

下半期

確保 目標数

(10月～3月 )

高校生の 20(

|
)mL初回献血者確保目標人数

内訳 :月別確保 日標人数

(各血液センターにおける高校献血実施計画により按分)

16歳男女 17歳女性 計 10月 11月 12月 1月 2月 3月

16,314 7,918 24,232 5,743 5,743 5,670 3,731 2,666 679

2



5 平 成 24年 度の献血推進計画に基づき日本赤十宇社が受入れる献血者数

平成 24年度献血受入計画
高校生の 200mL

初回献血者確保数200mL献血者数  1  400mL献 ユ者数 成分献血者数   1    合 計

384,387 3,428,118 1,504,049 5,316,554 40,096(10.0%)

※参考 :上記受入れ計画の200mL献血者数において、高校生の200mL初回献血者数が占める割合は約 10%と なる。

6 平 成 24年度の献血受入計画に係る若年層献血者確保対策
(1)若年層全体に対する対策

若年層向けの雑誌、放送媒体、インターネット等を含む様々な広報手段を用いて、同世代からの働きかけ、病気やケガのために輸
血を受けた患者さんや、そのご家族の声を伝える等、効果的な広報に努める。
(2)高校生を対象とした対策
「高等学校学習指導要領解説 保 健体育編」に献血に関する内容が盛り込まれたことから、これまで実施してきた若年層献血はもと
より、献血のみならず、赤十字活動全体を含めた命の大切さ等についての献血セミナーを学校へ出向いて積極的に実施するよう努め
る。

(3)採 血基準の改正により、平成 23年 4月 から男性に限り400■L献 血が 17歳 から可能となつたことを伝え、普及啓発に努める。

7 平 成 24年 度下半期に高校生の 200mL初 回献血者を確保する具体的な方策
(1)献血セミナーの実施に係る広報資材 (ポスター、チラシ等)の 製作、県 ・教育委員会等との連携による学校へのアプローチを行 う。
(2)メ ディア (」N F38局 を中心に地元ラジオや新聞各社 ・フリーペーパー等)を 活用し、献血の現状 (10代 ・20代 が減少 している
事等)に 関する情報を正確に伝える。

(3)高 校生ボランティア (JRC等 )の 育成強化を行い、同世代からの推進を行 う。
(4)若 年層に好まれる献血記念品の製作等を行 う。

(5)LllVE in Actionプロジェク トを基軸とし、全国学生クリスマス献血キャンペーン、はたちの献血キャンペ‐ン等との運動した啓発
を行 う。

また、特に若年層に人気のあるアーティス トやお笑い芸人に賛同いただき、ご当地イベン トによる地方での啓発も併せて行 う。
3
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8.高 校生の 200■L初 回献血者確保に伴 う、需要に見合う採血について

高校生の 200mL初回献血者 40,096名を確保することにより、医療機関の需要動向、

回献血者以外の 200mL希望献血者に対して採血調整を行う可能性がある。

9 医 療機関からの需要について (赤血球製剤)

在庫保有状況を勘案 した場合に、若年層の初

調査期間 1単位発注数 2単位発注数 発注時 400●L率

平成 23年 8月 lo日

～8月 24日
8,o88 102,498 927%

平成 24年 10月 18日

～10月 31日
7,503 104,272 93.3%

1単位=200m L製剤  2単 位=400m L製剤

全国で2週間 (日中帯)の 発注調査を行い、400m Lの発注率を求めた。
【参考】・平成24年 10月 18日～10月 31日の期間 (日中帯)に おける赤血球製剤の供給状況について
(表 1)赤 血球製斉Jの供給本数 (本)

1単位供給数 2単位供給数
需要に対する

供給率

1単位発注 7,476 19 996%

2単位発注 6,751 100,881 967%

(表2)赤 血球製剤の期限切率

平成 20年 度 平成 21年 度 平成 22年 度 平成 23年度

1単 位 16% 1.8% 21% 27%

2単 位 05% 05% 05% 08%

※ 「期限切」は、血液センターの期限切等の製品減損数

赤血球製斉」の使用用途について

赤血球製斉」は、悪性新生物、血液及び造血器、循環器系や消化器系の治療に主に使用されている。
4



赤血球製剤における1単位・2単位の発注及び供給比率について

:靱躙 鶉 躙 輻 厠 肺 卿 鍮夕であること

壊墾竃墨垣辮IttF】鰹翻:J馳驀隠欝競i奎:躍瀾il彎
がつた蜘=加に‐4%“oOmL“3%であっ亀

例年よりも高くなつている。



料 1-3
赤血球製剤における,単位・2単位の発注及び供給比率について

る日中帯の7~‐ で、夜間分は含まれていないこと。
ていなt こヽと.

当については、OAB型 0未廂射lllなど.在庫が少なかった場合 :単位X2本の発注に対し、2単位Xl本で0供給した②裸血日の新しい
2単位で供給した0元 の々発注が2単位交重可であった。などが挙げられる。
製ヽ剤を発注したが 在庫として保有していなかったため、そ0日 はキヤンセルするも、翌日政めて発注するケースなどもあり、発注数と納

単 位Xl本の発注に対し 1単位X沐 での供給をお願いすることがあるユ .



資料2-1

平成 25年 度の献血の推進に

関する計画

平 成 25年 0月 00日

厚生労働省告示第OOO号
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平成 25年 度の献血の推進に関する計画

・ 本計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律 (日召和 31年 法律第 16

0号 )第 10条 第 1項の規定に基づき定める平成 25年 度の献血の推進に関する計画で

あり、血液製斉」の安全性の向上及び安定供給の確保を図るための基本的な方針 (平成 2

0年厚生労働省告示第 326号 )に 基づくものである。

第 1節  平 成25年 度に献血により確保すべき血液の目標量

・ 平 成 25年 度に必要と見込まれる輸血用血液製剤の量は、全血製剤○ ○ ○○万リッ

トル、赤血球製剤○○方リットルt血 漿製剤○○方リットル、血小板製剤○○万リッ、

トルであり、それぞれO.000万 リットル、○○万リットル、○○万リットル、○○

万リットルが製造される見込みである。
・ さらに、確保されるべき原料血漿 の量の目標を勘案すると、平成 25年 度には、全

血採血による○○○万リットル及び成分採血による○○万リットル (血漿採血○○万

リットル及び血小板採血○○万リットル)の計〇〇〇万リットルの血液を献血により確

保する必要がある。

第2節  前 節の目標量を確保するために必要な措置に関する事項

前年度までの献血の実施状況とその評価を踏まえ、平成 25年 度の献血推進計画にお

ける具体的な措置を以下のように定める。

コ 献 血に関する普及啓発活動の実施

・ 国は、都道府県、市町村 (特別区を含む。以下同じ。)、採血事業者等の関係者の

協力を得て、献血により得われた血液を原料とした血液製剤の安定供給を確保し、そ

の国内自給を推進する。そのため、広く国民に対し、治療に必要な血液製剤の確保が

相互扶助と博愛精神による自発的な献血によつて支えられていることや、血液製剤の

適正使用が求められていること等を含め、献血や血液製斉Jについて国民に正確な情報

を伝え、その理解と献血への協力を求めるため、教育及び啓発を行う。
: 都 道府県及び市町村は、国、採血事業者等の関係者の協力を得て、より多くの住民

の献血への参加を促進するため、地域の実情に応じ、対象となる年齢層への啓発、献

血推進組織の育成等を行うことにより、献血への関心を高めることが必要である。
・ 採血事業者は、国、都道府県、市町村等の関係者の協力を得て、献血者の安全に配

慮するとともに、継続して献血に協力できる環境の整備を行うことが重要である。こ

‐
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のため、国、都道府県、市町村等の関係者と協力して効果的なキャンペ
ーンを実施す

ること等により、献血や血液製剤に関する一層の理解を促すとともに、献血への協力

を呼びかけることが求められる。
・ 国、都道府県、市町村、採血事業者及び医療関係者は、国民に対し、病気や怪我の

ために輸血を受けた患者や、その家族の声を伝えること等により、輸血や血液製剤が

患者の医療に欠くことのできない有限で貴重なものであることを含め、献血の正しい

知識や必要性を啓発し、又は協力することが必要である。

また、少子高齢社会を迎えたことによる血液製剤を必要とする患者の増加や献血可

能人口の減少、血液製剤の利用実態等について正確な情報を提供するとともに、献血

者等の意見を踏まえつつ、これらの情報提供や普及啓発の手法等の改善に努めること

が必要である。

さらに、献血における本人確認や問診の徹底はもとより、血液製剤の安全性の確保

のための取組の一環として、感染症の検査を目的とした献血を行わないよう、平素か

ら様々な広報手段を用いて、国民に周知徹底する必要がある。

・ 国 、都道府県、市町村及び採血事業者は、平成22年 1月 27日 に実施された英国

滞在歴による献血制限の見直し及び平成 23年 4月 1日 に施行された採血基準の改

正について、引き続き国民に対して十分に広報を行い、献血への協力を求める必要が

ある。
・ こ れらを踏まえ、以下に掲げる献血推進―のための施策を実施する。

①  効 果的な普及啓発、献血者募集等の推進
・ 国 は、献血量を確保しやすくするとともに、感染症等のリスクを低減させる等の

利点がある400ミ ツリットル全血採血及び成分採血の推進及び普及のため、都道

府県及び採血事業者とともに、7月 に 「愛の血液助け合い運動」を、1月及び2月

に 「はたちの献血」キャンペーンを実施するほか、血液の供給状況に応じて献血推

進キャンペーン活動を緊急的に実施する。

また、様々な広報手段を用いて献血や血液製剤に関する理解と献血への協力を

呼びかけるとともに、献血場所を確保するため、関係者に必要な協力を求める。
・ 都道府県、市町村及び採血事業者においても、これらの献血推進活動を実施する

ことが重要である。また、市町村においては、地域における催物の機会等を活用す

る等、積極的に取り組むことが望ましい。
・ 血液製剤について、国内自給が確保されることを基本としつつ、将来にわたつて

安定的に供給される体制を維持する必要がある。そのため、幼少期も含めた若年層、

企業 ・団体、複数回献血者に普及啓発の対象を明確にした効果的な活動や重点的な

献血者募集を実施し、以下の取組を行う。

<若 年層を対象とした対策>

・ 国 、都道府県、市町村及び採血事業者は、献血推進活動を行うボランティア組

織等の協力を得るとともに、機能的な連携を図ることにより、若年層の献血や血

液製剤に関する理解の促進及び献血体験の促進に組織的に取り組む。
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また、若年層への啓発には、若年層向けの雑誌、放送媒体、インターネット等を

含む様々な広報手段を用いて、気軽に目に触れる機会を増やすとともに、実際に献

血してもらえるよう、学生献血推進ボランティア等の同世代からの働きかけや、献

血についての広告に国が作成した献血推進キャラクターを活用する等、実効性のあ

る取組が必要である。

特に10代 層への啓発には、採血基準の改正により、男性に限り400ミ リリッ

トル全血採血が17歳 から可能となつたこと等について情報を伝え、献血者の協力

を得る。

さらに、子育て中の20歳 代後半から30歳 代を中心に、血液の大切さや助け合

いの心について、親子向けの雑誌等の広報手段や血液センター等を活用して啓発を

行うとともに、親から子へ献血や血液製剤の意義を伝えることが重要であることか

ら、ボランティア組織と連携した親子が参加しやすい献血推進活動の開催、地域の

特性に応じて採血所に託児体制を確保する等、親子が献血に触れ合う機会を設ける。
・ 国 は、高校生を対象とした献血や血液製剤について解説した教材、中学生を対

象とした血液への理解を促すポスターを作成しt都 道府県、市町村及び採血事業

者と協力して、これらの教材等を活用しながら、献血や血液製斉1に関する理解を

深めるための普及啓発を行う。
・ 都 道府県及び市町村は、地域の実情に応じて、若年層の献血への関心を高める

ため、学校等において、ボランティア活動推進の観点を踏まえつつ献血や血液製

剤についての情報提供を行うとともに、献血推進活動を行うボランティア組織と

の有機的な連携を確保する。
・ 採血事業者は、その人材や施設を活用し、若年層へ献血の意義や血液製剤につ

いて分かりやすく説明する 「献血セミナー」や血液センター等での体験学習を積

極的に行い、正しい知識の普及啓発と協力の確保を図る。その推進に当たつては、

国と連携するとともに、都道府県、市町村、献血推進活動を行うボランティア組

織等の協力を得る。

・ 採血事業者は、国及び都道府県の協力を得て、学生献血推進ボランティアとの更

なる連携を図り、学校における献血の推進を促すとともに、将来、医療従事者にな

ろうとする者に対して、多くの国民の献血によつて医療が支えられている事実や血

液製剤の適正使用の重要性への理解を深めてもらうための取組を行う。

<50歳 から60歳 代を対象とした対策>

・ 国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、年齢別人口に占める献

血者の率が低い傾向にある50歳 から60歳 代の層に対し、血液製剤の利用実態や

献血可能年齢等について正確な情報を伝え、相互扶助の観点からの啓発を行い、献

血者の増加を図る。また、血小板成分採血について、採血基準の改正により、男性

に限り69歳 まで (65歳 から69歳 までの者については、60歳 から64歳 まで

の間に献血の経験がある者に限る。)可 能となったことについて情報を伝え、献血
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者の確保を図る。

<企 業等における献血の推進対策>

。 国 及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、献血に協賛する企業

や団体を募り、その社会貢献活動の
一つとして、企業等における献血の推進を促

す。また、血液センター等における献血推進活動の展開に際し、地域の実情に即

した方法で企業等との連携強化を図り、企業等における献血の推進を図るための

呼びかけを行う。

<複数回献血者対策>

。 国 及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、複数回献血者の協力が

十分に得られるよう、平素から血液センタ
ーに登録された献血者に対し、機動的か

つ効率的に呼びかけを行う体制を構築する。また、献血に継続的に協力が得られて

いる複数回献血者の組織化及びサービスの向上を図り、その増加に取り組むととも

に、献血の普及啓発活動に協力が得られるよう取り組む。

② 献 血運動推進全国大会0開 催等

・ 国 は、都道府県及び採血事業者とともに、献血により得られた血液を原料とし

た血液製斉Jの国内自給を推進し、広く国民に献血や血液製剤に関する理解と献血

への協力を求めるため、7月に献血運動推進全国大会を開催するとともに、その

広報に努める。また、国及び都道府県は、献血運動の推進に積極的に協力し、模

範となる実績を示した団体又は個人を表彰する。

③ 献 血推進運動中央連絡協議会の開催

・ 国は、都道府県、市町村、採血事業者、献血推進活動を行うボランティア組織、

患者団体等の代表者の参加を得て、効果的な献血推進のための方策や献血を推進

する上での課題等について協議を行うため、献血推進運動中央連絡協議会を開催

する。

④ 献 血推進協議会の活用
・ 都道府県は、献血や血液製剤に関する住民の理解と献血への協力を求め、血液

事業の適正な運営を確保するため、採血事業者、医療関係者、商工会議所、教育

機関、報道機関等から幅広く参加者を募つて、献血推進協議会を設置し、定期的

に開催することが求められる。市町村においても、同様の協議会を設置すること

が望ましい。
・ 都道府県及び市町村は、献血推進協議会を活用し、採血事業者、血液事業に関

わる民間組織等と連携して、都道府県献血推進計画の策定のほか、献血や血液製

剤に関する教育及び啓発を検討するとともに、民間の献血推進組織の育成等を行
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うことが望ましい。

⑤ そ の他関係者による取組
・ 官公庁、企業、医療関係団体等は、その構成員に対し、ボランティア活動であ

る献血に対し積極的に協力を呼びかけるとともに、献血のための休暇取得を容易

にするよう配慮する等、進んで献血しやすい環境作りを推進することが望ましい。

献血者が安心して献血できる環境の整備

採血事業者は、献血の受入れに当たっては献血者に不快の念を与えないよう、丁寧

な処遇をすることに特に留意し、献血者の要望を把握するとともに、採血後の休憩ス

ペースを十分に確保する等、献血受入体制の改善に努める。また、献血者の個人情報

を保護するとともに、国の適切な関与の下で献血による健康被害に対する補償のため

の措置を実施する等、献血者が安心して献血できる環境整備を行う。

採血事業者は、特に初回献血者が抱いている不安等を払拭することはもとより、採

血の度毎に、採血の手順や採血後に充分な休憩をとる必要性、気分が悪くなつた場合

の対処方法等について、映像やリーフレット等を活用した事前説明を十分に行い、献

血者の安全確保を図る。

採血事業者は、採血所における地域の特性に合わせたイメージ作りや移動採血車の

外観の見直し等、なお
一層のイメージアップを図り、献血者の増加を図る。

国及び都道府県は、採血事業者によるこれらの取組を支援することが重要である。

第3節  そ の1他献血の推進に関する重要事項

1 献 血の推進に際し、考慮すべき事項

① 血 液検査による健康管理サービスの充実

・ 採 血事業者は、献血制度の健全な発展を図るため、採血に際して献血者の健康

管理に資する検査を行い、献血者の希望を確認してその結果を通知する。また、

低色素により献血ができなかつた献血申込者に対して、栄養士による健康相談を

実施する。
。 国 は、採血事業者によるこれらの取組を支援する」また、献血者の健康管理に

資する検査の充実は献血の推進に有効であることから、本人の同意の上、検査結

果を健康診査、人間 ドック、職域検査等で活用するとともに、地域における保健

指導にも用いることができるよう、周知又は必要な指導を行う。

・ 都道府県及び市町村は、これらの取組に協力する。

② 献 血者の利便性の向上

・ 採血事業者は、献血者の安全に配慮しつつ、効率的に採血を行うため、立地条件

等を考慮した採血所の設置、地域の実情に応じた移動採血車による計画的採血等、

献血者の利便性及び安全で安心な献血に配慮した献血受入体制の整備及び充実を

図る。
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・ 都道府県及び市町村は、採血事業者と十分協議して移動採血車による採血等の日

程を設定し、そのための公共施設の提供等、採血事業者の献血の受入れに協力する

ことが重要である。また、採血事業者とともに、献血実施の日時や場所等について、

住民に対して献血への協力が得られるよう、十分な広報を行う必要がある。

③ 血 液製剤の安全性を向上するための対策の推進

。 国は、 「輸血医療の安全性確保のための総合対策」に基づき、採血事業者と連携

し、献血者に対する健康管理サービスの充実等による健康な献血者の確保、献血者

の本人確認の徹底等の検査目的の献血の防止のための措置を講ずる等、善意の献血

者の協力を得て、血液製斉Jの安全性を向上するための対策を推進する。

④ 採 血基準の在り方の検討
。 国は、献血者の健康保護を第一に考慮しつつ、献血の推進及び血液の有効利用の

観点から、採血基準の見直しの検討を行う。

⑤ ま れな血液型の血液の確保
・ 採 血事業者は、まれな血液型を持つ患者に対する血液製剤の供給を確保するた

め、まれな血液型を持つ者に対し、その意向を踏まえ、登録を依頼する。

・ 国は、まれな血液型の血液の供給状況について調査する。

③  200ミ リリットル全而採血の在り方について

。 国 、都道府県、市町村及び採血事業者は、血液製斉」の安全性、製造効率、医療機

関の需要の観点から、献血を推進する上では、400ミ リリットル全血採血を基本

として行う必要がある。
・ し かしながら、将来の献血基盤の確保という観,点からは、若年層の献血推進が非

常に重要であることから、若年層に対しては、学校と連携して 「献血セミナー」を

実施する等、周知啓発の取組を積極的に行う。特に高校生等の初回献血時には、4

00ミ リ リットル全血採血に不安がある場合は200ミ リ リットル全血採血を推

進するなど、出来る限り献血を経験してもらうことが重要である。

血液製剤の在庫水準の常時把握と不足時の的確な対応
・ 国 、都道府県及び採血事業者は、赤血球製剤等の在庫水準を常時把握し、在庫が不

足する場合又は不足が予測される場合には、その供給に支障を及ぼす危険性を勘案し、

国及び採血事業者が策定した対応マニュアルに基づき、早急に所要の対策を講ずるこ

とが重要である。

災害時等における献血の確保等       、
。  国 、都道府県及び市町村は、災害時等において献血が確保されるよう、採血事業

者と連携して必要とされる献血量を把握した上で、様々な広報手段を用いて、需要

に見合った広域的な献血の確保を行う。併せて、製造販売業者等の関係者と連携し、

献血により得られた血液が円滑に現場に供給されるよう措置を講ずることが必要

である。また、採血事業者は、災害時における献血受入体制を構築し、広域的な需

‐6‐



給調整等の手順を定め、国、都道府県及び市町村と連携して対応できるよう備える

ことにより、災害時における献血の受入れを行う。
・ 更 に、広域的な大規模災害の発生に備え、国及び採血事業者は、災害時等におけ

る献血血液の製剤化に支障を来さないための設備の整備を実施する必要がある。
・ 平 成 23年 3月の東日本大震災により、東北地方の一部の地域 (岩手県、宮城県、

福島県)で献血の受入れができない状況となつたが、全国の非被災地において被災

地域の需要分を加えた献血血液を確保することによって、血液製剤を安定的に供給

することができた。今後も、献血血液の確保に支障を来さないよう、継続的に全国

的な献血の推進を図つていくことが重要である。

。 また、東日本大震災の際には、停電や一般電話回線 (携帯回線を含む。)の輻榛に

より、通信手段の確保が困難となつたほか、精油所等の被災や燃料の流通に支障が

生じたことにより、移動採血車等の燃料の確保も困難となつた。このことから、国、

都道府県、市町村及び採血事業者は、災害時等に備えた複数の通信手段の確保や燃
料の確保が確実に行われるよう対策を講ずる必要がある。

献血推進施策の進捗状況等に関する確認と評価
・ 国 、都道府県及び市町村は、献血推進のための施策の短期的及び長期的な効果及び

進捗状況並びに採血事業者による献血の受入れの実績を確認し、その評価を次年度の

献血推進計画等の作成に当たり参考とする。また、必要に応じ、献血推進のための施

策を見直すことが必要である。

・ 国 は、献血推進運動中央連絡協議会等の機会を活用し、献血の推進及び受入れに関
し関係者の協力を求める必要性について献血推進活動を行うボランティア組織と認

識を共有し、必要な措置を講ずる。
・ 採血事業者は、献血の受入れに関する実績、体制等の評価を行い、献血の推進に活

用する。
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料2-2

○
平
成

二
十
五
年
度

の
献
血

の
推
進

に
関
す

る
計
画
新

旧
対
照
文

平
成

二
十
五
年
度

の
献
血

の
推
進
に
関
す
る
計
画

本
計
画
は
、
安
全
な
血
液
製
剤

の
安
定
供
給

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

（昭

和
三
十

一
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
条
第

一
項

の
規
定
に
基
づ
き
定
め
る
平

成

二
十
五
年
度

の
献
血

の
推
進
に
関
す
る
計
画
で
あ
り
、
血
液
製
剤

の
安
全
性

の
向
上
及
び
安
定
供
給

の
確
保
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針

（平
成
二
十
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

第

〓
　
平
成
二
十
五
年
度
に
献
血
に
よ
り
確
保
す
べ
き
血
液

の
日
標
量

平
成
二
十
五
年
度
に
必
要
と
見
込
ま
れ
る
輸
血
用
血
液
製
剤
の
量
は
、
全

血
製
剤
○

・
Ｏ
〇

一
万
リ

ツ
ト
ル
、
赤
血
球
製
剤
五
十
四
万
リ

ツ
ト

ル
、
血

漿

製
剤

二
十
七
万
リ

ツ
ト

ル
、
血
小
板
製
剤
十
七
万
リ

ッ
ト
ル
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
〇

・
〇
〇
二
万
リ

ツ
ト
ル
、
五
十
四
万
リ

ツ
ト

ル
、
二
十
七
万
リ

ツ

ト
ル
、
十
七
万
リ

ツ
ト

ル
が
製
造
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
確
保
さ
れ
る
べ
き
原
料
血

漿

の
量
の
日
標
を
勘
案
す
る
と
、
平

成

二
十
五
年
度
に
は
、
全
血
採
血
に
よ
る
百
四
十
五
万
リ

ツ
ト
ル
及
び
成
分

採
血
に
よ
る
六
十
三
万
リ

ツ
ト
ル

（
血

漿

採
血
二
十
人
万
リ

ツ
ト
ル
及
び
血

小
板
採
血
三
十
五
万
リ

ツ
ト

ル
）

の
計
二
百
八
万
リ

ツ
ト

ル
の
血
液
を
献
血

に
よ
り
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
ニ
　
ヱ削
節

の
目
標
量
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
事
項

前
年
度
ま

で
の
献
血

の
実
施
状
況
と
そ
の
評
価
を
踏
ま
え
、
平
成

二
十
五

年
度

の
献
血
推
進
計
画
に
お
け
る
具
体
的
な
措
置
を
以
下
の
よ
う
に
定
め

て
つ

。

一
　

献
血
に
関
す
る
普
及
啓
発
活
動
の
実
施

国
は
、
都
道
府
県
、
市
町
村

（特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
採
血

事
業
者
等
の
関
係
者

の
協
力
を
得
て
、
献
血
に
よ
り
得
ら
れ
た
血
液
を
原

料
と
し
た
血
液
製
剤

の
安
定
供
給
を
確
保
し
、
そ
の
国
内
自
給
を
推
進
引

（
傍
線

の
部
分
は
改
正
部
分
）

平
成
二
十
四
年
度
の
献
血
の
推
進
に
関
す
る
計
画

本
計
画
は
、
安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

（昭

和
三
十

一
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
る
平

成
二
十
四
年
度
の
献
血
の
推
進
に
関
す
る
計
画
で
あ
り
、
血
液
製
剤
の
安
全
性

の
向
上
及
び
安
定
供
給
の
確
保
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針

（平
成
二
十
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

第

一
　

平
成
二
十
四
年
度
に
献
血
に
よ
り
確
保
す
べ
き
血
液
の
目
標
量

平
成
二
十
四
年
度
に
必
要
と
見
込
ま
れ
る
輸
血
用
血
液
製
剤
の
量
は
、
全

ｍ
製
剤
○

・
Ｏ
Ю

一
万
リ
ツ
ト
ル
、
赤
血
球
製
剤
五
十
四
万
リ
ツ
ト
ル
、
血

漿

製
剤
二
十
七
万
リ
ッ
■
ル
、
血
小
板
製
剤
十
七
万
リ
ツ
ト
ル
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
○

・
○
〇
二
万
リ
ッ
ト
ル
、
五
十
四
万
リ

ツ
ト
ル
、
二
十
七
万
リ

ツ

ト
ル
、
十
七
万
リ
ツ
■
ル
が
製
造
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
確
保
さ
れ
る
べ
き
原
料
血

漿

の
量
の
目
標
を
勘
案
す
る
と
、
平

成
二
十
四
年
度
に
は
、
全
血
採
血
に
よ
る
百
四
十
五
万
リ
ツ
ト
ル
及
び
成
分

採
血
に
よ
る
月
＝
コ
万
リ
ツ
ト
ル

（血
計
な，採
血
コ
刊
川
万
リ
ツ
ト
ル
及
び
血

小
板
採
血
三
十
五
万
リ
ツ
ト
ル
）
の
計
二
百
人
万
リ

ツ
ト
ル
の
血
液
を
献
血

に
よ
り
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
ニ
　
エ訓
節
の
日
標
量
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
事
項

前
年
度
ま
で
の
献
血
の
実
施
状
況
と
そ
の
評
価
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
四

年
度
の
献
血
推
進
計
画
に
お
け
る
具
体
的
な
措
置
を
以
下
の
よ
う
に
定
め

ス
リ

。

一
　

献
血
に
関
す
る
普
及
啓
発
活
動
の
実
施

国
は
、
都
道
府
県
、
市
町
村

（特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
採
血

事
業
者
等
の
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
献
血
に
よ
り
得
ら
れ
た
血
液
を
原

料
と
し
た
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
を
確
保
し
、
そ
の
国
内
自
給
を
推
進
す



る
。
そ
の
た
め
、
広
く
国
民
に
対
し
、
治
療
に
必
要
な
血
液
製
剤
の
確
保

が
相
互
扶
助
と
博
愛
精
神
に
よ
る
自
発
的
な
献
血
に
よ

つ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
や
、
血
液
製
剤
の
適
正
使
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
を
含

め
、
献
血
や
血
液
製
剤
に
つ
い
て
国
民
に
正
確
な
情
報
を
伝
え
、
そ
の
理

解
と
献
血

へ
の
協
力
を
求
め
る
た
め
、
教
育
及
び
啓
発
を
行
う
。

（略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

採
血
事
業
者
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
等
の
関
係
者
の
協
力
を
得

て
、
献
血
者
の
安
全
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
継
続
し
て
献
血
に
協
力

で
き
る
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
国
、
都

道
府
県
、
市
町
村
等
の
関
係
者
と
協
力
し
て
効
果
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
献
血
や
血
液
製
剤
に
関
す
る

一
層
の
理
解
を

促
す
と
と
も
に
、
献
血

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
採
血
事
業
者
及
び
医
療
関
係
者
は
、
国
民

に
対
し
、
病
気
や
怪
我
の
た
め
に
輸
血
を
受
け
た
患
者
や
、
そ
の
家
族
の

声
を
伝
え
る
こ
と
等
に
よ
り
、
朝
酬
釧
耐
硼
蜘
劉
刹
洲
制
剖

の‐
医
療
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
有
限
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
含
め
、
献
血
の
正

し
い
知
識
や
凶
劃
目
ｄ
Ｊ
劃
Ｕ
ｌ
剣
洲
馴
ガ
引
ぶ

こｌ
ｄ
洲
凶
劃
ｄ
瑚
ｄ
。

ま
た
、
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
た
こ
と
に
よ
る
血
液
製
剤
を
必
要
と
す

る
患
者
の
増
加
や
献
血
可
能
人
日
の
減
少
、
血
液
製
剤
の
利
用
実
態
等
に

つ
い
て
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
献
血
者
等
の
意
見
を
踏
ま

え

つ
つ
、
こ
れ
ら
の
情
報
提
供
や
普
及
啓
発
の
手
法
等
の
改
善
に
努
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

引
日
「
司
馴
掴
嗣
引
羽
悧
詞
潮
鉤
劉
釧
日
樹
日
引
「

血‐

創

副

紹

到

脚

引

囲

ｄ

矧

劇

劉

Ｊ

コ

判

∃

則

引

潤

創

劃

倒

ョ

翻

引

和

到

綱

割

刊

当

ヨ

創

引

倒

劃

醐

創

倒

「

国
‐

剛

司

翻

司

剛

劃

剰

引

「

国
、
都
道
府
県
、
市

町
村
及
び
採
血
事
業
者
は
、
平
成

二
十
二
年

一
月

二
十
七
日
に
実
施
さ
れ
た
英
国
滞
在
歴
に
よ
る
献
血
制
限

の
見
直
し
及
び

平
成

二
十
三
年
四
月

一
日
に
施
行
さ
れ
た
採
血
基
準
の
改
正
に

つ
い
て
、

引
き
続
き
国
民
に
対
し
て
十
分
に
広
報
を
行
い
、
献
血

へ
の
協
力
を
求
め

る
と
と
も
に
、
広
く
国
民
に
対
し
、
治
療

に
必
要
な
血
液
製
剤

の
確
保
が

相
互
扶
助
と
博
愛
精
神
に
よ
る
自
発
的
な
献
血
に
よ

つ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
や
、
血
液
製
剤

の
適
正
使
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
を
含
め

、
献
血
や
血
液
製
剤
に

つ
い
て
国
民
に
正
確
な
情
報
を
伝
え
ヽ
そ
の
理
解

と
献
血

へ
の
協
力
を
求
め
る
た
め
、
教
育
及
び
啓
発
を
行
う
。

（略
）

採
血
事
業
者
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
等
の
関
係
者
の
協
力
を
得

て
、
献
血
者
の
剣
到
日
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
継
続
し
て
献
血
に
協
力

で
き
る
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
国
、
都

道
府
県
、
市
町
村
等
の
関
係
者
と
協
力
し
て
効
果
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
献
血
や
血
液
製
剤
に
関
す
る

一
層
の
理
解
を

促
す
と
と
も
に
、
献
血

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
採
血
事
業
者
及
び
医
療
関
係
者
は
、
国
民

に
対
し
、
病
気
や
怪
我
の
た
め
に
輸
血
を
受
け
た
患
者
や
、
そ
の
家
族
の

声
を
伝
え
る
こ
と
等
に
よ
り
、
側
潤
罰
卿
馴
引
測
引
劉
圏
劉
倒
劇
引
劇
剖

ヘー

の
医
療
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
有
限
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
含

め
、
献
血
の
正
し
い
知
識
や
馴
到
調
「
湘
判
螂
劉
馴
日

つ―
酬
冽
劇
Ⅵ
朝
劉
『
州

日
剌
利
Ц
ＩＩ
剰
叫
刊
利
Ч
剛
劇
「
到
刊
側
翻
引
到
ｑ
引
●
。
ま
た
、
少
子

高
齢
社
会
を
迎
え
た
こ
と
に
よ
る
血
液
製
剤
を
必
要
と
す
る
患
者
の
増
加

や
献
血
可
能
人
口
の
減
少
、
血
液
製
剤
の
利
用
実
態
等
に
つ
い
て
正
確
な

情
報
を
伝
え
、
献
血
者
等
の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
情
報
提
供

や
普
及
啓
発
の
手
法
等
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
劃
引
―こ‐

淵

湘

下

リ

コ

ロ

帽

州

月

剣

詞

例

∃

「

∃

刊

引

綱

創

到

印

刷

倒

劃

田

目

樹

側

コ

「

司

日

「

劉

引

斜

劃

劃

謝

団

倒

刊

劇

刻

平
‐

剰

日

引

劉

翻

∃

馴

劇

＝

Ｊ
副

日

鼎

国

到
引

劉

司

引

刊

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
及
び
採
血
事
業
者
は
、
平
成
二
十
二
年

一
月

二
十
七
町
に
実
施
さ
れ
た
英
国
滞
在
歴
に
よ
る
献
血
制
限
の
見
直
し
及
び

平
成
二
十
三
年
四
月

一
日
に
施
行
さ
れ
た
採
血
基
準
の
改
正
に
つ
い
て
、

国
民
に
対
し
て
十
分
に
広
報
を
行
い
、
献
血

へ
の
協
力
を
求
め
る
必
要
が

- 2 -



る
必
要
が
あ
る
。

（略
）

１
　
効
果
的
な
普
及
啓
発
、
献
血
者
募
集
等

の
推
進

日
「
酬
当
ヨ
剛
日
¶
「
引
引
コ
劇
「
国
悧
到
割
剰

劃

司

馴

到

曇

引

訓

引

割

劇

ｄ

訓

列

剤

羽

訓

引

川

と

も

に

、

七

月

に

「
愛

の
血

液

助

け

合

『
嗣
酬

「

洲

「

二‐

剤

洲

ｄ

∃

州

―こ―

Ｊ
矧

劇

酬

馴

割

Л

刹

引

劃

調

刻

引

劉

国

凋

劉

劉

測
月

以

副

翻

日

「

ｄ

「

ヨ

釧

劇

ヨ

溜

劃

劉

「

ま
―

「

様
‐

剣

日

到

劇

割

引

調

ｇ

司

翻

到

馴

切

劉

引

制

割
列

馴

ヨ

剛

劉

馴

引

割

呵

酬

圏

司

馴

ヨ

割

引

「

関
係
者
に
必
要
な
協
力
を
求
め
る
。

Ｊ

日

到

Ｊ

細

列

渕

聖

馴

ヨ

目

ａ

Ч

ゴ

側

到

田

智

靭

劃

馴

綱

引

劃

劉

到

劃

勧

Ｊ

刊

調

劇

日

劇

ｕ

『

地
‐

倒

月

刻

劇

劉

側

コ

ヨ

周

刻

引

層

回

日

引

剰

む
こ
と
が
望
ま
し
い
。

血
液
製
剤
に

つ
い
て
、
国
内
自
給
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
基
本
と
し

つ

つ
、
将
来
に
わ
た

つ
て
安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
体
制
を
維
持
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
幼
少
期
を
含
め
た
若
年
層
、
企
業

・
団
体
、
複
数
日

献
血
者
に
、
普
及
啓
発
の
対
象
を
明
確
に
し
た
効
果
的
な
活
動
や
重
点
的

な
献
血
者
募
集
を
実
施
し
、
以
下
の
取
組
を
行
う
。

ア
　
若
年
層
を
対
象
と
し
た
対
策

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
及
び
採
血
事
業
者
は
、
献
血
推
進
活
動

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
組
織
等
の
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、
機
能
的

な
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
若
年
層
の
献
血
や
血
液
製
剤
に
関
す

る
理
解
の
促
進
及
び
献
血
体
験
の
促
進
に
組
織
的
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
若
年
層

へ
の
啓
発
に
は
、
若
年
層
向
け
の
雑
誌
、
放
送
媒

体
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
を
含
む
様
々
な
広
報
手
段
を
用
い
て
、
気

軽
に
日
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
実
際
に
献
血
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
学
生
献
血
推
進
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
等
の
同
世
代
か
ら
の

あ

る
。（略

）

１
　
効
果
的
な
普

及
啓

発
、

献
血
者
募
集
等
の
推
進

血
液
製
剤
に
つ
い
て
、
国
内
自
給
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
基
本
と
し

つ

つ
、
将
来
に
わ
た

つ
て
安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
体
制
を
維
持
す
る
日
司
＝

幼
少
期
を
含
め
た
若
年
層
、
企
業

・
団
体
、
複
数
回
献
血
者
に
川
ｕ
ｄ
＝

普
及
啓
発
の
対
象
を
明
確
に
し
た
効
果
的
な
活
動
や
重
点
的
な
献
血
者
募

集
を
実
施
し
、
以
下
の
取
組
を
行
う
。

ア
　
若
年
層
を
対
象
と
し
た
対
策

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
及
び
採
血
事
業
者
は
、
献
血
推
進
活
動

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
組
織
等
の
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、
機
能
的

な
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
若
年
層
の
献
血
や
血
液
製
剤
に
関
す

る
理
解
の
促
進
及
び
献
血
体
験
の
促
進
に
組
織
的
に
取
り
組
む
。
ま

た
、
若
年
層

へ
の
啓
発
に
は
、
若
年
層
向
け
の
雑
誌
、
放
送
媒
体
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
を
含
む
様
々
な
広
報
手
段
を
用
い
て
、
気
軽
に

目
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
実
際
に
献
血
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
学
生
献
血
推
進
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
等
の
同
世
代
か
ら
の
働
き



オ|
働
き
か
け
や
、
献
血
に
つ
い
て
の
広
告
に
国
が
作
成
し
た
献
血
推
進

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
す
る
等
、
実
効
性
の
あ
る
取
組
が
必
要
で
あ

Ｚり
。特
に
十
代
層

へ
の
啓
発
に
は
、
採
血
基
準
の
改
正
に
よ
り
、
男
性

に
限
り
四
〇
〇
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
仝
血
採
血
が
十
七
歳
か
ら
可
能
と
な

っ
た
こ
と
等
に
つ
い
て
情
報
を
伝
え
、
献
血
者
の
協
力
を
得
る
。

さ
ら
に
、
子
剖
＝
馴
劇
η

〓―「
劇
測
冽
卿
ＩＩ
引
Ч
ヨ
刊
副
調
翻
ヨ
「
ロ
ーこ―

、
血
液
の
大
切
さ
や
助
け
合
い
の
心
に
つ
い
て
、
親
子
向
け
の
雑
誌

等
の
広
報
手
段
や
血
液
セ
ン
タ
ー
等
を
活
用
し
て
啓
発
を
行
う
と
と

も
に
、
親
か
ら
子

へ
献
血
や
血
液
製
剤
の
意
義
を
伝
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
組
織
と
連
携
し
た
親‐
「
洲
馴

厠
‐ｉｌ
日
「
「
し、１
網
剛
馴
田
潤
ヨ
劃
馴
洲
引
コ
州
「
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
採
血

所
に
託
児
体
制
を
確
保
す
る
等
、
親
子
が
献
血
に
触
れ
合
う
機
会
を

設
け
る
。

（略
）

採
血
事
業
者
は
、
国
及
び
都
道
府
県
の
協
力
を
得
て
、
学
生
献
血

推
進
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
の
更
な
る
連
携
を
図
り
、
学
校
等
に
お
け
る

献
血
の
推
進
を
促
す
と
と
も
に
、
将
来
、
医
療
従
事
者
に
な
ろ
う
と

す
る
者
に
対
し
て
、
多
く
の
国
民
の
献
血
に
よ

つ
て
医
療
が
支
え
ら

れ
て
い
る
事
実
や
血
液
製
剤
の
適
正
使
用
の
重
要
性

へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
の
取
組
を
行
う
。

イ
か
ら

工

（略
）

（削
除
）

か
け
や
、
献
血
に
つ
い
て
の
広
告
に
国
が
作
成
し
た
献
血
推
進
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
活
用
す
る
等
、
実
効
性
の
あ
る
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
十
代
層

へ
の
啓
発
に
は
、
採
血
基
準
の
改
正
に
よ
り
、
男
性
に

限
り
四
〇
〇
ミ
リ
リ

ツ
ト
ル
全
血
採
血
が
十
七
歳
か
ら
可
能
と
な

つ

た
こ
と
等
に
つ
い
て
情
報
を
伝
え
、
献
血
者
の
協
力
を
得
る
。
さ
ら

に
、
子
が
幼
少
期
に
あ
る
親
子
に
対
し
、
血
液
の
大
切
さ
や
助
け
合

い
の
心
に
つ
い
て
、
親
子
向
け
の
雑
誌
等
の
広
報
手
段
や
血
液
セ
ン

タ
ー
等
を
活
用
し
て
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
親
か
ら
子

へ
献
血
や

血
液
製
剤
の
意
義
を
伝
え
る
こ
せ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
て
採
血
所
に
託
児
体
制
を
確
保
す
る
等
、
親
子
が
献

血
に
触
れ
合
う
機
会
を
設
け
る
。

（略
）

採
血
事
業
者
は
、
国
及
び
都
道
府
県
の
協
力
を
得
て
、
学
生
献
血

推
進
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
の
更
な
る
連
携
を
図
り
、
大
学
等
に
お
け
る

献
血
の
推
進
を
促
す
と
と
も
に
、
将
来
、
医
療
従
事
者
に
な
ろ
う
と

す
る
者
に
対
し
て
、
多
く
の
国
民
の
献
血
に
よ

つ
て
医
療
が
支
え
ら

れ
て
い
る
事
実
や
血
液
製
剤
の
適
正
使
用
の
重
要
性

へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め

の
取
組
を
行
う
。

イ
か
ら

工

（略
）

川
　
醐
馴
硼
∃
コ
瑚
剰
副
引
馴
洲
剣
劇

国
―ま１
１
酬
則
到
ｄ
樹
州
ｕ
劉
引
ｑ
劇
引
ｄ
ｄ
ｕ
ｌこ１
１
目
刻
川
割
の‐

川
スー
刻
引
倒
冽
劃
ｄ
ｄ
割
の‐
利
劇
洲
司
劉
回
〇―
釧
釧
川
月
ツＩ
Ｈ
ノレ‐
到

国
列
川
劇
洲
劇
州
州
回
の‐
倒
測
劇
ｄ
剖
川
の‐
ｄ
洲
＝
剖
週
川
劇
劇
洲

劇
川
割
判
司
ｄ
ｄ
ｕ
ｌこ―
＝
「
川
‐こ―

「
―
刺
の‐
川
測
馴
―す―
劉
酬
国
劃
「
日

１
刊
別
測
到
コ
川
―こ―

「
―
川
＝
「
の‐
酬
川
「
劃
ヤー
ン‐
州
＝
ン‐
ｄ
劇
刑
刊

ｄ
国
力、―
＝
珂
側
の‐
側
制
洲
測
―こ―
川
ｕ
て―
酬
川
川
司
劉
ヤー
ン‐
州
＝
ン‐
測
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２
　
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
の
開
催
等

国
は
、
都
道
府
県
及
び
採
血
事
業
者
と
と
も
に
、
献
血
に
よ
り
得
ら
れ

た
血
液
を
原
料
と
し
た
血
液
製
剤
の
国
内
自
給
を
推
進
し
、
広
く
国
民
に

献
血
や
血
液
製
剤
に
関
す
る
理
解
と
献
血

へ
の
協
力
を
求
め
る
た
め
、
七

月
に
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
広
報
に
努

め
る
。
ま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
は
、
献
血
運
動
の
推
進
に
積
極
的
に
協

力
し
、
模
範
と
な
る
実
績
を
示
し
た
団
体
又
は
個
人
日
表
彰
引
ｄ
。

３
か
ら
５

（略
）

一
一　
献
血
者
が
安
心
し
て
献
血

で
き
る
環
境

の
整
備

（略
）

等
に

つ
い
て
、
映
像
や
リ
ー
プ
レ
ツ
ト
等
を
活
用
し
た
事
前
説
明
を
十

分
に
行
い
、
献
血
者

の
安
全
確
保
を
図
る
。

（
略
）

第
二
　
そ
の
他
献
血

の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項

一
　

献
血

の
推
進
に
際
し
、
考
慮
す
べ
き
事
項

１
　
血
液
検
査
に
よ
る
健
康
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

採
血
事
業
者

は
、
献
血
制
度

の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
採
血
に

際
し
て
献
血
者

の
健
康
管
理
に
資
す
る
検
査
を
行

い
、
献
血
者

の
希
望

採
血
事

業
者

は
、
特

に
初

回
献
血
者
が
抱

い
て
い
る
不
安
等
を
払
拭

す

る
Ｊ
月
日
引
Ы
川
「
引
「
＝
劃
「
川
ｑ
劇
翻
割
Ч
「
採
血

の
手
順
や
採
血
後
―こ‐

充
分
な
休
憩
を
と
る
必
要
性
、
気
分
が
「
引
が

「
川
場
日

の‐
州
劇
州
洲

劃

劃

釧

Ｕ

劃

劉

劃

Ｊ

測

Ｊ

用

劃

劉

劃

勤

劇

馴

制

劇

Ш

劃

鋼

Ｊ

馴

ｄ

馴

コ

引

判

ｇ

卿

ヨ

糊

刑

り

馴

引

測

Ｊ

柵

ヨ

馴

目

鮒

剖

引

＝

劃

馴

引

ｇ

劉

コ

日

剌
倒
劉
ｄｌ

コ

月

刷

市
‐

劇

川

ゴ

冊

詞

∃

引

測

＝

「

こ
―

刺

樹

鮒

∃

日

劃

創

綱

引

コ

藝

ヨ

醐

可

劃

「

劇

細

日

週

副

淵

司

日

引

日

例

倒

劃

目

周

割

引

積
‐

翻
魁
司
翻
翻
到
劇
当
封
＝
＝

２
　
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
の
開
催
等

国
は
、
都
道
府
県
及
び
採
血
事
業
者
と
と
も
に
、
献
血
に
よ
り
得
ら
れ

た
血
液
を
源
料
と
し
た
血
液
製
剤
の
国
内
自
給
を
推
進
し
、
広
く
国
民
に

献
血
や
血
液
製
剤
に
関
す
る
理
解
と
献
血

へ
の
協
力
を
求
め
る
た
め
、
七

月
に
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
広
報
に
努

め
る
。
ま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
は
、
献
血
運
動
の
判
測
日
劃
ｕ
積
極
的

に
協
力
し
、
模
範
と
な
る
実
績
を
示
し
た
団
体
又
は
個
人
―こ‐
川

し
表
彰
冽

行
う
。
３
か
ら
５

（略
）

一
一　
献
血
者
が
安
心
し
て
献
血
で
き
る
環
境
の
整
備

（略
）

採
血
事
業
者
は
、
特
に
初
回
献
血
者
が
抱
い
て
い
る
不
安
等
を
払
拭

す
る
た
め
、
採
血
の
手
順
や
採
血
後
の
過
ご
し
方
等

に
つ
い
て
、
映
像

や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
事
前
説
明
を
十
分
に
行

い
、
献
血
者

の
安
全
確
保
を
図
る
。

（略
）

第
二
　
そ
の
他
献
血
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項

一
　

献
血
の
推
進
に
際
し
、
考
慮
す
べ
き
事
項

１
　
血
液
検
査
に
よ
る
健
康
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

採
血
事
業
者
は
、
献
血
制
度

の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
採
血
に

際
し
て
献
血
者
の
健
康
管
理
に
資
す
る
検
査
を
行
い
、
献
血
者
の
希
望



を
確
認
し
て
そ
の
結
果
を
通
知
す
る
。
ま
た
、
低
色
素
に
よ
り
献
血
が

で
き
な
か

っ
た
献
血
申
込
者
に
対
し
て
、
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
を

実
施
す
る
。

（略
）

２
　
献
血
者
の
利
便
性
の
向
上

採
血
事
業
者
は
、
献
血
者
の
安
全
に
配
慮
し

つ
つ
、
効
率
的
に
採
血

を
行
う
た
め
、
立
地
条
件
等
を
考
慮
し
た
採
血
所
の
設
置
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
移
動
採
血
車
に
よ
る
計
画
的
採
血
等
、
献
血
者
の
利
便
性

及
び
安
全
で
安
心
な
献
血
に
配
慮
し
た
献
血
受
入
体
制
の
整
備
及
び
充

実
を
図
る
。

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
採
血
事
業
者
と
十
分
協
議
し
て
移
動
採

血
車
に
よ
る
採
血
等
の
日
程
を
設
定
し
、
そ
の
た
め
の
公
共
施
設
の
提

供
等
、
採
血
事
業
者
の
献
血
の
受
入
れ
に
協
力
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
採
血
事
業
者
と
と
も
に
、
献
血
実
施
の
日
時
や
場
所
等
に

つ
い
て
、
住
民
に
対
し
で
献
血

へ
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
十
分
な

広
報
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

３
か
ら
５

（略
）

６
　
二
〇
〇
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
全
血
採
血
の
在
り
方
に
つ
い
て

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
及
び
採
血
事
業
者
は
、
血
液
製
剤
の
安
全

性
、
製
造
効
率
、
医
療
機
関
の
需
要
の
観
点
か
ら
ヽ
献
血
を
推
進
す
る

上
で
は
、
四
〇
〇
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
全
血
採
血
を
基
本
と
し
て
行
う
必
要

が

あ

る
。

し
か
し
な
が
ら
、
将
来
の
献
血
基
盤
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

若
年
層
の
献
血
推
進
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
に
対

し
て
は
、
学
校
と
連
携
し
て

「献
血
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
す
る
等
、
周

知
啓
発
の
取
組
を
積
極
的
に
引
引
川
州
―こ―
創
洲
引
馴
の‐
冽
回
酬
酬
嘲
―こ―

日
１
回
ｄ
ｄ
司
川
川
ツー
劇
ノレ‐
劉
ｄ
刻
劃
―こ―
引
刻
洲
洲
ｄ
易
倒
―ま―
二‐
ｑ
ｑ

釧
川
川
ッ‐
可
ノレ‐
劉
酬
劇
ｄ
ｄ
圏
Ｊ
刊
引
潤
劇
１
川
剰
ｄ
同
川
酬
珂
劉
目

馴
ｕ
ｄ
引
列
引
列
こｌ
ｄ
洲
劃
到
で―
冽
劉
刊

一
一
　

（略
）

を
確
認
し
て
そ
の
結
果
を
通
知
す
る
。
ま
た
、
低
色
素
に
よ
り
献
血
が

で
き
な
か
つ
た
献
血
申
込
者
に
対
し
て
、
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
を

実
施
―
´
‐
刊
却
馴
馴
司
ｑ
倒
川
匂
図
ｄ
。

（略
）

２
　
献
血
者
の
利
便
性
の
向
上

採
血
事
業
者
は
、
安
全
性
に
配
慮
し

つ
つ
、
効
率
的
に
採
血
を
行
う

た
め
、
立
地
条
件
等
を
考
慮
ｔ
た
採
血
所
の
設
置
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
移
動
採
血
車
に
よ
る
計
画
的
採
血
等
、
献
血
者

の
利
便
性
及
び
安

全
で
安
心
な
献
血
に
配
慮
し
た
献
血
受
入
体
制
の
整
備
及
び
充
実
を
図

Ｚ
つ

。

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
採
血
事
業
者
と
十
分
協
議
し
て
移
動
採

血
車
に
よ
る
採
血
等
の
日
程
を
設
定
し
、
そ
の
た
め
の
公
共
施
設
の
提

供
等
、
採
血
事
業
者
の
献
血
の
受
入
れ
に
協
力
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
採
血
事
業
者
と
と
も
に
、
献
血
実
施
の
日
時
や
場
所
等
に

つ
い
て
、
国
民
に
対
し
て
献
血

へ
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
十
分
な

広
報
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

３
か
ら
５

（略
）

６
　
二
〇
〇
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
全
血
採
血
の
在
り
方
に
つ
い
て

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
及
び
採
血
事
業
者
は
、
血
液
製
剤
の
安
全

性
、
製
造
効
率
、
医
療
機
関
の
需
要
の
観
点
か
ら
、
献
血
を
推
進
す
る

上
で
は
、
四
〇
〇
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
全
血
採
血
を
基
本
と
し
て
行
う
必
要

が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
将
来

の
献
血
基
盤
の
確
保
と

い
う
観
点
か
ら
は
、

若
年
層

の
献
血
推
進
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
に
対

し
て
は
、
学
校
と
連
携
し
て

「
献
血
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
す
る
等
、
周

知
啓
発
の
取
組
を
積
極
的
に
綱
引
劇
「
＝
馴
Ч
「
例
副
酬
柵
期
醐
ＴＩ
Ч
呵
コ

０
月
Ⅵ
「
川
引
「
御
『
ノレ‐
劉
劇
Ш
困
祠
馴
捌
銅
日
「
刻
Ⅵ
「
ｄ
刹
馴
到
劉
ｄ
劇
「
ｑ
「

一
一
　

（略
）



災
害
時
等
に
お
け
る
献
血
の
確
保
等

国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
災
害
時
等
に
お
い
て
献
血
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
、
採
血
事
業
者
と
連
携
し
て
必
要
と
さ
れ
る
献
血
量
を
把
握
し

た
上
で
、
様

々
な
広
報
手
段
を
用
い
て
、
需
要
に
見
合

っ
た
広
域
的
な
献

血
の
確
保
を
行
う
。
併
せ
て
、
製
造
販
売
業
者
等
の
関
係
者
と
連
携
し
、

献
血
に
よ
り
得
ら
れ
た
血
液
が
円
滑
に
現
場
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
措
置
を

講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
採
血
事
業
者
は
、
災
害
時
に
お
け

る
献
血
受
入
体
制
を
構
築
し
、
広
域
的
な
需
給
調
整
等
の
手
順
を
定
め
、

国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
と
連
携
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
備
え
る
こ
と

よ
り
、
災
害
時
に
お
け
る
献
血
の
受
入
れ
日
引
ｄ
。

副

「

劉

酬

劃

創

悧

劃

り

劉

目

鼎

Ｊ

別

劇

翻

劃

割

『

国

副

制

月

劉

劇

樹

剛

劉

引

馴

引

剥

劇

引

副

劃

周

囲

凋

劉

刑

「

国

剰

引

劉

（
略
）

（略
）

災
害
時
等
に
お
け
る
献
血

の
確
保
等

国
、
都
道
俯
県
及
び
市

町
村
は
、
災
害
時
等
に
お
い
て
献
血
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
、
採
血
事
業
者
と
連
携
し
て
必
要
と
さ
れ
る
献
血
量
を
把
握
し

た
上
で
い
様
々
な
広
報
手
段
を
用
い
て
、
需
要
に
見
合

っ
た
広
域
的
な
献

血
の
確
保
を
行
う
ｄ
ｄ
Ы

Ｉこ―
＝
製
造
販
売
業
者
等
の
関
係
者
と
連
携
し
、

献
血
に
よ
り
得
ら
れ
た
血
液
が
円
滑
に
現
場
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
措
置
を

講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
採
血
事
業
者
は
、
災
害
時
に
お
け

る
献
血
受
人
体
制
を
構
築
し
、
広
域
的
な
需
給
調
整
等
の
手
順
を
定
め
、

国
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
と
連
携
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
備
え
る
こ
と

よ
り
、
災
害
時
に
お
け
る
献
血
の
受
入
れ
に
協
力
す
る
。

（略
）

（略
）
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○
血
液
製 血
斉J ffr
の 製
安 剤
全 の

性 安
の 全
向 性
上 の

及 向
び 上

安 及
定 び

供 安
給 定
の 供
確 給

保 の

を 確
図 保
る を
た 図
め る
の た
基 め

本 の

的 基
な 本
方 的

針 な
^方

平 針
成 の
二 全

十 部
年 を
厚 改
生 正

労 す
働 る
省 件
告 ⌒
示 案
第
V

三 新
百 旧
二 対

十 照
⌒ 六 条
傍 号 文
線
~

の

部
分
は

改
正

部
分

血

液
製
斉」
の

安
仝
性
の

向
上

及
び

安
定
供

給
の

確
保
を
図
る
た

め
の

基

本
的
な
方
針

我
が
国
の
血
液
事
業
は
、
昭
和
三
十
九
年
の
閣
議
決
定
を
契
機
と
し
て
、
関

係
者
に
よ
る
多
大

の
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
結
果
、
輸
血
用
血
液
製
剤

に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
九
年
以
降
、
国
内
自
給
が
達
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
血

漿

分
画
製
剤
に
関
し
て
は
、　
一
部
の
製
剤
に
つ
い
て
、
国
内
自

給
率
は
上
昇
し
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
他
の
製
剤
に

つ
い
て
は
い
ま
だ
相
当
量

を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
血
液

製
剤
（安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

（昭
和
三
十

一
年
法
律
第
百
六
十
号
。
以
下

「法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す

る
血
液
製
剤
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
安
定
的
な
供
給
が
確
保
さ
れ
、
か
つ

、
国
内
自
給
が
推
進
さ
れ
る
よ
う

一
層
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

我
が
国
は
、
過
去
に
お
い
て
、
血
液
凝
固
因
子
製
剤
に
よ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
感
染
問
題
と
い
う
、
深
甚
な
苦
難
を
経
験
し
て
お
り
、

こ
れ
を
教
訓
と
し
て
、
今
後
、
重
大
な
健
康
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
血
液
製

剤
の
安
全
性
を
向
上
す
る
た
め
の
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

本
方
針
は
、
こ
れ
ら
の
経
緯
等
を
踏
ま
え
、
法
の
基
本
理
念
で
あ
る
血
液
製

剤
の
安
全
性
の
向
上
、
献
血
に
よ

つ
て
得
ら
れ
た
血
液
に
よ
る
国
内
自
給
の
確

保
、
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
、
適
正
使
用
の
推
進
及
び
公
正
か

つ
透
明
な
血
液

事
業
の
実
施
体
制
の
確
保
を
図
る
た
め
＾
法
第
九
条
第

一
項
に
基
づ
き
策
定
す

る
基
本
的
な
方
針
で
あ
り
、
今
後
の
血
液
事
業
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
る

。
血
液
事
業
は
、
本
方
針
、
本
方
針
に
基
づ
き
定
め
る
献
血
推
進
計
画
及
び
需

給
計
画
、
都
道
府
県
が
定
め
る
都
道
府
県
献
血
推
進
計
画
並
び
に
採
血
事
業
者

血
液
製
剤
の
安
全
性
の
向
上
及
び
安
定
供
給
の
確
保
を
図
る
た
め
の
基

本
的
な
方
針

我
が
国
の
血
液
事
業
は
、
昭
和
三
十
九
年
の
閣
議
決
定
を
契
機
と
し
て
、
関

係
者
に
よ
る
多
大
の
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
結
果
、
輸
血
用
血
液
製
剤

に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
九
年
以
降
、
国
内
自
給
が
達
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
血

漿

分
画
製
剤
に
関
し
て
は
、　
一
部
の
製
剤
に
つ
い
て
、
国
内
自

給
率
は
上
昇
し
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
他
の
製
剤
に
つ
い
て
は
い
ま
ｄ
相
当
量

を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
血
液

製
剤

（安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
三
十

一
年
法
律
第
百
六
十
号
。
以
下

「法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す

る
血
液
製
剤
を
い
う
。
以
下
同
じ
¨
）
の
安
定
的
な
供
給
が
確
保
さ
れ
、
か

つ

、
国
内
自
給
が
推
進
さ
れ
る
よ
う

一
層
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

我
が
国
は
、
過
去
に
お
い
て
、
血
液
凝
固
因
子
製
剤
に
よ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
感
染
問
題
と
い
う
、
深
甚
な
苦
難
を
経
験
し
て
お
り
、

こ
れ
を
教
訓
と
し
て
、
今
後
、
重
大
な
健
康
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
血
液
製

剤
の
安
全
性
を
向
上
す
る
た
め
の
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

本
方
針
は
、
こ
れ
ら
の
経
緯
等
を
踏
ま
え
、
法
の
基
本
理
念
で
あ
る
血
液
製

剤
の
安
全
性
の
向
上
、
献
血
に
よ

つ
て
得
ら
れ
た
血
液
に
よ
る
国
内
自
給
の
確

保
、
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
、
適
正
使
用
の
推
進
及
び
公
正
か
つ
透
明
な
血
液

事
業
の
実
施
体
制
の
確
保
を
図
る
た
め
、
法
第
九
条
第

一
項
に
基
づ
き
策
定
す

る
基
本
的
な
方
針
で
あ
り
、
今
後
の
血
液
事
業
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
る

ｏ
血
液
事
業
は
、
本
方
針
、
本
方
針
に
基
づ
き
定
め
る
献
血
推
進
計
画
及
び
需

給
計
画
ヽ
都
道
府
県
が
定
め
る
都
道
府
県
献
血
推
進
計
画
並
び
に
採
血
事
業
者
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が
定
め
る
献
血
受
入
計
画
に
基
づ
い
て

一
体
的
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
本
方
針
は
、
血
液
事
業
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
等
に
的
確
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
法
第
九
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
少
な
く
と
も
五
年
ご

と
に
再
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
す
る
も

の
と
す
る
。

第

一　

血
液
製
剤
の
安
全
性
の
向
上
及
び
安
定
供
給
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的

な
方
向

一　

基
本
的
な
考
え
方

血
液
製
剤
は
人
体
か
ら
採
取
さ
れ
た
血
液
を
原
料
と
す
る
有
限
で
貴
重

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
十
分
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

国
並
び
に
地
方
公
共
団
体
（都
道
府
県
及
び
市
町
村
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
、
採
血
事
業
者
、
製
造
販
売
業
者
等

（製
造
販
売
業
者
、
製
造
業

者
及
び
販
売
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
医
療
関
係
者
な
ど
血
液
事

業
に
関
わ
る
者
は
、
法
に
基
づ
き
課
せ
ら
れ
た
責
務
を
確
実
に
果
た
す
と

と
も
に
、
法
に
掲
げ
ら
れ
た
以
下
の
四

つ
の
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
、

各
般
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

１
　
安
全
性
の
向
上

血
液
製
剤
は
医
療
の
領
域
に
多
く
の
成
果
を
も
た
ら
し
て
き
て
お
り

、
ま
た
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
病
原
体
の
発
見
、
そ
の
検
査
法

や
不
活
化
技
術
の
開
発

・
導
入
等
を
通
じ
、
血
液
製
剤
を
介
し
て
感
染

症
等
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
は
著
し
く
低
減
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

人
の
血
液
を
原
料
と
し
て
製
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
リ
ス
ク

を
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
こ
と
、
製
造
過
程
に
お
け
る
病
原
体
の
不

活
化
処
理
等
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
特
徴
を
有
す
る
。
こ
の
た

め
、
常
に
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
、
血
液
の
採
取
か
ら
製
造
、

供
給
、
使
用
に
至
る
ま
で
、　
一
貫
し
た
遡
及
調
査
体
制
を
構
築
す
る
な

ど
、
安
全
性
の
確
保
及
び
そ
の
向
上
に
向
け
た
不
断
の
努
力
が
必
要
で

あ

る

。

が
定
め
る
献
血
受
入
計
画
に
基
づ

い
て

一
体
的

に
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
本
方
針
は
、
血
液
事
業
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
等
に
け
確
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
法
第
九
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
少
な
く
と
も
五
年
ご

と
に
再
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
す
る
も

の
と
す
る
。

第

一　

血
液
製
剤
の
安
全
性
の
向
上
及
び
安
定
供
給
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的

な
方
向

一
　

基
本
的
な
考
え
方

血
液
製
剤
は
人
体
か
ら
採
取
さ
れ
た
血
液
を
原
料
と
す
る
有
限
で
貴
重

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
十
分
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

国
並
び
に
地
方
公
共
団
体
〈都
道
府
県
及
び
市
町
村
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
、
採
血
事
業
者
、
製
造
販
売
業
者
等

（製
造
販
売
業
者
、
製
造
業

者
及
び
販
売
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
医
療
関
係
者
な
ど
血
液
事

業
に
関
わ
る
者
は
、
法
に
基
づ
き
課
せ
ら
れ
た
責
務
を
確
実
に
果
た
す
と

を
も
に
、
法
に
掲
げ
ら
れ
た
以
下
の
四

つ
の
基
本
理
念
の
実
■
に
向
け
、

各
般
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

１
　
安
全
性
の
向
上

血
液
製
剤
は
医
療
の
領
域
に
多
く
の
成
果
を
も
た
ら
し
て
き
て
お
り

、
ま
た
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
病
原
体
の
発
見
、
そ
の
検
査
法

や
不
活
化
技
術
の
瀾
発

・
導
入
等
を
通
じ
、
血
液
製
剤
を
介
し
て
感
染

症
等
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
は
著
し
く
低
減
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

人
の
血
液
を
原
料
と
し
て
製
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
リ
ス
ク

を
完
全
に
は
日
∃
ｄ
割
潤
耐
司
制
側
洲
湖
ｄ
こ―
日
、
製
造
過
程
に
お
け

る
病
原
体
の
不
活
化
処
理
等
に
は
同
州
洲
湖
ｄ
列
創
洲
劉
ｄ

こｌ
ｄ
な
ど

の
特
徴
を
有
す
る
。

こ
の
た
め
、
常
に
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
き

、
血
液
の
採
取
か
ら
製
造
、
供
給
、
使
用
に
至
る
ま
で
、　
一
貫
し
た
遡

及
調
査
体
制
を
構
築
す
る
な
ど
、
安
全
性
の
確
保
及
び
そ
の
向
上
に
向

け
た
不
断
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。



こ
れ
ま
で
、
血
液
製
剤
に

つ
い
て
は
、
薬
事
法
（昭
和
三
十
五
年
法

律
第
百
四
十
五
号
）
に
基
づ
き
、
そ
の
安
全
性
の
確
保
を
図

つ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
我
が
国
は
、
過
去
に
お
い
て
、
血
液
凝
固
因
子
製

剤
に
よ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
問
題
と
い
う
ヽ
深
甚
な
苦
難
を
経
験
し
て
お
り

、
よ
り

一
層
の
安
全
確
保
対
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
国
は
、

平
成
十
四
年
七
月
に
公
布
さ
れ
た
薬
事
法
及
び
採
血
及
び
供
血
あ

つ
せ

ん
業
取
締
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
六

号
）
を
踏
ま
え
、
安
全
性
情
報
の
収
集

・
評
価
等
の
安
全
対
策
が
迅
速

か

つ
的
確
に
行
わ
れ
、
常
に
そ
の
実
効
性
が
検
証
さ
れ
る
よ
う
な
体
制

に
よ

つ
て
血
液
事
業
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

２
　
国
内
自
給
の
原
則
と
安
定
供
給
の
確
保

法
第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
血
液
製
剤
の
国
内
自
給
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
を
基
本
と
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
倫
理
性
、
国

際
的
公
平
性
等
の
観
点
に
立
脚
し
、
国
内
で
使
用
さ
れ
る
血
液
製
剤
が

、
原
則
と
し
て
国
内
で
行
わ
れ
る
献
血
に
よ
り
得
ら
れ
た
血
液
を
原
料

と
し
て
製
造
さ
れ
、
海
外
の
血
液
に
依
存
し
な
く
て
も
済
む
体
制
を
構

築
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
中
期
的
な
需
給
見
通
し
に
基
づ
き
、

有
限
で
貴
重
な
血
液
製
剤
を
献
血
に
よ
り
確
保
し
、
医
療
需
要
に
応
じ

て
過
不
足
な
く
安
定
的
に
供
給
す
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
、
血

漿

分
画
製
剤
に
つ
い
て
は
、
供
給
の
見
通
し
を
踏
ま
え

た
検
討
を
行

っ
た
上
で
、
毎
年
度
、
需
給
計
画
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り

、
安
定
的
な
供
給
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
適
正
使
用
の
推
進

医
療
関
係
者
は
、
血
液
製
剤
が
人
の
血
液
に
由
来
す
る
有
限
で
貴
重

な
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
原
料
に
由
来
す
る
感
染
の
リ
ス
ク
等
に
つ
い

て
特
段
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
、
患
者
に
真

に
必
要
な
場
合
に
限

っ
て
血
液
製
剤
を
使
用
す
る
等
、
適
切
か
つ
適
正

な
使
用
を

一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
は
国
内
自
給
及
び
安
定

供
給
の
確
保
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
血
液
製
剤
に
つ
い
て
は
、
薬
事
法
（昭
和
三
十
五
年
法

律
第
百
四
十
五
号
）
に
基
づ
き
、
そ
の
安
全
性
の
確
保
を
図

っ
て
き
た

２
こ
ろ
で
あ
る
が
、
我
が
国
は
、
過
去
に
お
い
て
、
血
液
凝
固
因
子
製

剤
に
よ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
問
題
と
い
う
、
深
甚
な
苦
難
を
経
験
し
て
お
り

、
よ
り

一
層
の
安
全
確
保
対
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
国
は
、

平
成
十
四
年
七
月
に
公
布
さ
れ
た
薬
事
法
及
び
採
血
及
び
供
血
あ

つ
せ

ん
業
取
締
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
六

号
）
を
踏
ま
え
、
安
全
性
情
報
の
収
集

・
評
価
等
の
安
全
対
策
が
迅
速

か
つ
的
確
に
行
わ
れ
、
常
に
そ
の
実
効
性
が
検
証
さ
れ
る
よ
う
な
体
制

に
よ

つ
て
血
液
事
業
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

２
　
国
内
自
給
の
原
則
と
安
定
供
給
の
確
保

法
第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
血
液
製
剤
の
国
内
自
給
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
を
基
本
と
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
倫
理
性
、
国

際
的
公
平
性
等
の
観
点
に
立
脚
し
、
国
内
で
使
用
さ
れ
る
血
液
製
剤
が

ｒ晰悧祟れ荻卸「ほ獅̈
』』は画れは御輔れ】離動時距糊剛

築
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
中
期
的
な
需
給
見
通
し
に
基
づ
き
、

有
限
で
貴
重
な
血
液
製
剤
を
献
血
に
よ
り
確
保
し
、
医
療
需
要
に
応
じ

て
過
不
足
な
く
引
引
調
ｕ
Ч
勾
綱
引
刻
「
剰
引
Ы
，こ―
「
悧
躙
綱
剰
割
湘
コ
到
期
側

用
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
、
血

漿

分
画
製
剤
に
つ
い
て
は
、
供
給
の
見
通
し
を
踏
ま
え

た
検
討
を
行

っ
た
上
で
、
毎
年
度
、
需
給
計
画
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り

、
安
定
的
な
供
給
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
適
正
使
用
の
推
進

医
療
関
係
者
は
ヽ
血
液
製
剤
が
人
の
血
液
に
由
来
す
る
有
限
で
貴
重

な
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
原
料
に
由
来
す
る
感
染
の
リ
ス
ク
等
に
つ
い

て
特
段
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
、
患
者
に
真

に
必
要
な
場
合
に
限

つ
て
血
液
製
剤
を
使
用
す
る
等
、
適
切
か
つ
適
正

な
使
用
を

一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
国
内
自
給
及
び
安
定

供
給
の
確
保
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
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こ
の
た
め
、
医
療
機
関
に
お
い
て
、
血
液
製
剤
の
管
理
体
制
を
整
備

し
、
血
液
製
剤
の
使
用
状
況
を
正
確
に
把
握
す
る
等
、
血
液
製
剤
の
適

正
な
使
用
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
国
は
、
血
液
製
剤
の
適
切
か
つ
適
正
な
使
用
を
推
進
す
る
た

め
、
血
液
製
剤
の
適
正
使
用
や
輸
血
療
法
の
実
施
等
に
関
す
る
指
針
を

状
況
の
変
化
に
応
じ
て
改
定
し
、
そ
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
医
療

機
関
に
お
け
る
血
液
製
剤
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行

う
等
、
適
正
使
用
を
更
に
促
進
す
る
た
め
の
方
策
を
講
ず
る
こ
と
と
す

る

。

４
　
公
正
の
確
保
及
び
透
明
性
の
向
上

国
、
地
方
公
共
団
体
、
採
血
事
業
者
、
製
造
販
売
業
者
等
、
医
療
関

係
者
な
ど
血
液
事
業
に
関
わ
る
者
は
、
献
血
者
の
善
意
に
こ
た
え
、
国

民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
献
血
の
推
進
、
適
正

使
用
の
推
進
等
血
液
事
業
に
係
る
施
策
の
策
定
及
び
実
施
に
当
た
り
、

血
液
製
剤
の
安
全
性
や
供
給
の
状
況
等
に
つ
き
、
十
分
な
情
報
を
公
開

す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
国
、
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
血
液
事
業
に
関
わ
る
者
は
、

血
液
事
業
の
公
正
か

つ
透
明
な
運
営
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

一
一　
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
の
取
扱

い

用
法
、
効
能
及
び
効
果
に
つ
い
て
血
液
製
剤
と
代
替
性
が
あ
る
医
薬
品

（
以
下

「血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
も
、
そ
の
安

全
性
の
確
保
及
び
向
上
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
は
、
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
、
計

画
的
に
製
造
及
び
供
給
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
患
者

へ
の
必
要
に
応
じ
て
、
適
切
か

つ
適
正
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
の
安
全
性
や
供
給
の
状
況
等
に

つ
い
て
も
、
血

液
製
剤
と
同
様
に
十
分
な
情
報
を
公
開
す
る
必
要
が
あ
る
。

〓
一　
国
民
の
理
解
と
参
加

国
民

一
人

一
人
が
、
献
血
に
由
来
す
る
血
液
製
剤
を
用
い
た
医
療
が
提

こ
の
た
め
、
医
療
機
関
に
お
い
て
、
血
液
製
剤

の
管
理
体
制
を
整
備

し
、
血
液
製
剤
の
使
用
状
況
を
正
確
に
把
握
す
る
等
、
血
液
製
剤
の
適

正
な
使
用
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
国
は
、
血
液
製
剤
の
適
切
か

つ
適
正
な
使
用
を
推
進
す
る
た

め
、
血
液
製
剤
の
適
正
使
用
や
輸
血
療
法
の
実
施
等
に
関
す
る
指
針
を

状
況
の
変
化
に
応
じ
て
改
定
し
、
そ
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
医
療

機
関
に
お
け
る
血
液
製
剤
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行

う
等
、
適
正
使
用
を
更
に
促
進
す
る
た
め
の
方
策
を
講
ず
る
こ
と
と
す

一
つ

。

４
　
公
正
の
確
保
及
び
透
明
性
の
向
上

国
、
地
方
公
共
団
体
、
採
血
事
業
者
、
製
造
販
売
業
者
等
、
医
療
関

係
者
な
ど
血
液
事
業
に
関
わ
る
者
は
、
献
血
者
の
善
意
に
こ
た
え
、
国

民
の
理
解
せ
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
献
血
の
推
進
、
適
正

使
用
の
推
進
等
血
液
事
業
に
係
る
施
策

の
策
定
及
び
実
施
に
当
た
り
、

血
液
製
剤
の
安
全
性
や
供
給
の
状
況
等
に
つ
き
、
十
分
な
情
報
を
公
開

す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
国
、
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
血
液
事
業
に
関
わ
る
者
は
、

血
液
事
業
の
公
正
か
つ
透
明
な
運
営
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

一
一　
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
の
取
扱
い

用
法
、
効
能
及
び
効
果
に
つ
い
て
血
液
製
剤
と
代
替
性
が
あ
る
医
薬
品

（
以
下

「血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
」
と
い
う
。
）
に

つ
い
て
も
、
そ
の
安

全
性
の
確
保
及
び
向
上
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
は
、
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
、
計

画
的
に
製
造
及
び
供
給
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
患
者

へ
の
必
要
に
応
じ
て
、
適
切
か

つ
適
正
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
の
安
全
性
や
供
給
の
状
況
等
に
つ
い
て
も
、
血

液
製
剤
と
同
様
に
十
分
な
情
報
を
公
開
す
る
必
要
が
あ
る
。

〓
一　
国
民
の
理
解
と
参
加

国
民

一
人

一
人
が
、
献
血
に
由
来
す
る
血
液
製
剤
を
用
い
た
医
療
が
提

- 4 -



供
さ
れ
る
こ
と
に
よ

つ
て
生
命
と
健
康
が
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
、
積
極
的
に
献
血
に
協
力
す
る
こ
と
等
を
通
じ
、
国
民
が
今
後
の

血
液
事
業
の
健
全
な
展
開
に
参
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
国
民
の
血
液
事
業

へ
の
参
加
を
促
す
た
め
、
血
液
事
業
に
関

わ
る
者
は
、
国
民
に
対
し
、
血
液
事
業
や
血
液
製
剤
を
用
い
た
医
療
に
関

す
る
分
か
り
や
す

い
情
報
の
積
極
的
な
提
供
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

Ｚつ
。

第
二
　
血
液
製
剤
に
つ
い
て
の
中
期
的
な
需
給
の
見
通
し

血
液
製
剤
及
び
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
の
需
給
動
向
を
勘
案
し
つ
つ
、
そ

れ
ら
の
中
期
的
な
需
給
の
見
通
し
と
し
て
、
平
成
二
十
年
度

ま
で
の
今
後
五

年
間
の
状
況
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一　

輸
血
用
血
液
製
剤

輸
血
用
血
液
製
剤
は
、
昭
和
四
十
九
年
以
降
、
す
べ
て
国
内
献
血
で
賄

わ
れ
て
い
る
。
創
淵
「
ョ
副
ｄ
川
刻
測
刊
酬
翻
爾
翻
潤
剥
剤
劉
制
刻
劇
刑

川
倒
司

―こ―
淵
ｄ
測
酬
＝
ｄ

の‐
調
劃
劃
司

―こ―

―ま‐
測
創
洲
ｄ
到

で―
司
劉
刊

輸
血
用
血
液
製
剤
は
、
「
劇
日
「
回
制

に
お
い
て
、
全
血
製
剤
、
赤
血

球
製
剤
、
血
小
板
製
剤
及
び
血

漿

製
剤
に
つ
い
て
、
血
液
量
に
換
算
し

て
合
計
，９
９
ｏ
”

■
一ツ
誘
一な
が
、
血

漿
，
分
画
製
剤
の
原
料
血

漿
っを
含
め

、
約
０
一
‐
百‐
０‐
準
０
一方
奥

の
献
血
者
か
ら
の
血
液
に
よ

つ
て
供
給
さ
れ
た
。

輸
血
用
血
液
製
剤
は
、
引
き
続
き
医
療
需
要
に
応
じ
た
供
給
が
確
保
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
献
血
者
の
確
保
の
た
め
の
努
力
が
続
け
ら
れ

る

一
方
で
、
血
液
製
剤
の
適
正
使
用
の
推
進
が
さ
ら
に
図
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
医
療
に
必
要
な
輸
血
用
血
液
製
剤
は
今
後
と
も
国
内
献
血
で
賄
わ

れ
る
と
見
込
ま
れ
る
。

一
一　
血

漿

分
画
製
剤

１
　
原
料
血

漿

原
料
血

漿

に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
、
需
給
計
画
に
お
い
て
翌
年
度

に
確
保
さ
れ
も
な
き
原
料
血

漿

の
量
の
目
標
を
定
め
た
上
で
、
計
画

的
に
原
料
血

漿

を
確
保
し
、
供
給
し
て
い
る
。
「
洲
ョ
刊
ヨ
引
劇
冽

供
さ
れ
る
こ
と
に
よ

つ
て
生
命
と
健
康
が
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
、
積
極
的
に
献
血
に
協
力
す
る
こ
と
等
を
通
じ
、
国
民
が
今
後
の

血
液
事
業
の
健
全
な
展
開
に
参
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
国
民
の
血
液
事
業

へ
の
参
加
を
促
す
た
め
、
血
液
事
業
に
関

わ
る
者
は
、
国
民
に
対
し
、
血
液
事
業
や
血
液
製
剤
を
用
い
た
医
療
に
関

す
る
分
か
り
や
す
い
情
報
の
積
極
的
な
提
供
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る

。

第
二
　
血
液
製
剤
に
つ
い
て
の
中
期
的
な
需
給
の
見
通
し

血
液
製
剤
及
び
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
の
需
給
動
向
を
勘
案
し
つ
つ
、
そ

れ
ら
の
中
期
的
な
需
給
の
見
通
し
と
し
て
、
刊
洲

二‐
刊
コ
引
劇

ま
で
の
今
後

五
年
間
の
状
況
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一　

輸
血
用
血
液
製
剤

輸
血
用
血
液
製
剤
は
、
昭
和
四
十
九
年
以
降
、
す
べ
て
国
内
献
血
で
賄

わ
れ
て
い
る
。

輸
血
用
血
液
製
剤
は
、
平
成
十
九
年

に
お
い
て
、
全
血
製
剤
、
赤
血
球

製
剤
、
血
小
板
製
剤
及
び
血

漿漿

し
製
捌
に
つ
い
て
、
血
液
量
」
福換
算
し
て

合
計
川
刊
五‐
刻
川

ツ‐
司

ノレ‐
が
、
血
配

分
画
製
剤
の
原
料
血
就
ヽ
を
含
め
、

約
四
百
九
十
四
万
人
の
献
血
者
か
ら
の
血
液
に
よ
つ
て
供
給
さ
れ
た
。

輸
血
用
血
液
製
剤
は
、
引
き
続
き
医
療
需
要
に
応
じ
た
供
給
が
確
保
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
献
血
者

の
確
保
の
た
め
の
努
力
が
続
け
ら
れ

る

一
方
で
、
血
液
製
剤
の
適
正
使
用
の
推
進
が
さ
ら
に
図
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
医
療
に
必
要
な
輸
血
用
血
液
製
剤
は
今
後
と
も
国
内
献
血
で
賄
わ

れ
る
と
見
込
ま
れ
る
。

一
一　
血

漿

分
画
製
剤

１
　
原
料
血

漿

原
料
血

漿

に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
、
需
給
計
画
に
お
い
て
翌
年
度

に
確
保
さ
れ
る
べ
き
原
料
血

漿

の
量
の
日
標
を
定
め
た
上
で
、
計
画

的
に
原
料
血

漿

を
確
保
し
、
供
給
し
て
い
る
。
平
語
■
１
ノ、
年
度
の
原



び
平
成
二
十
四
年
度
の
原
料
血

漿

確
保
日
標
量‐
日
川
刊
コ
刻
川

ツー
劇

ル
と
定
め
、
原
料
血

漿

の
確
保
を
行

つ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

需
要
に
見
合
う
供
給
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
過
去

の
供
給
状
況
等
を

勘
案
す
る
と
、
平
成
三
十
年
度
に
お

い
て
百
二
十
万
リ

ツ
ト

ル
程
度
ま

で
の
量
が
供
給
可
能
と
予
測
さ
れ
、
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
の
供
給
状

況
に
も
よ
る
が
、
今
後
と
も
、
需
要
に
見
合
う
供
給
が
可
能
で
あ
る
と

見
込
ま
れ
る
。

２
　
免
跛
プ
ロ
ブ
リ
ン
製
剤
及
び
ア
ル
ブ
ミ
ン
製
剤

血

漿

分
画
製
剤
の
う
ち
、
免
疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
製
剤
及
び
ア
ル
ブ
ミ

ン
製
剤
の
供
給
量
は
、
製
造
に
要
す
る
原
料
血

漿

量
に
換
算
し
て
、

「
劇
二‐
＝
叫
引
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
Ｏ
Ｓ
恵
募
一班
蓄
■
ル
及
び
一０
運
０

〇

五
サ
ツ
■
ル
で

あ
り
、
う
ち
国
内
献
血
に
由
来
す
る
も
の
の
供
給
量

は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ω
Ｏ
Ｑ
鋳
諄
鎖
滋
酵
及
び
一９
ｅ
ｇ
猥
麟
撚
驚
難
で
あ
る

劉
冒
目
酬

樹
創
鋼
ｇ

∃
ヨ
翻
引

到
劃
引
剛

測
Я
「

ヨ
謝
剌
割

醐
剣
矧
劃

洲
劉
劃
劃

劃
矧
Ｊ
到

ヨ
∃
釧

ヨ
引
ヨ
却

劉
ヨ
司
目

圏
∃
日
日

引
刊
劃
ロ

ゴ
馴
引

劉
刻
劇
剰

瓢
劇
＝
判

割
剰
ヨ
封

刊
剰
引
冽

ヨ
コ
コ

引
劉
劉
劉

科
引
硼

り
「
劃

剛
罰
調

則
創
測

劉
割
調

で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
。

十
七
万
リ
ツ
ト
ル
と
定
め
、
原
料
血

漿

の
確
保
を
行

つ
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
需
要
に
見
合
う
供
給
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
過
去
の

供
給
状
況
等
を
勘
案
す
る
と
、
平
成
二
十
二
年
度

に
お
い
て
百
二
十
万

リ
ッ
ト
ル
程
度
ま
で
の
量
が
供
給
可
能
と
予
測
さ
れ
、
血
液
製
剤
代
替

医
薬
品
の
供
給
状
況
に
も
よ
る
が
、
今
後
と
も
、
需
要
に
見
合
う
供
給

が
可
能
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
。

２
　
免
駿
フ
ロ
プ
リ
ン
製
剤
及
び
ア
ル
ブ
ミ
ン
製
剤

血

漿

分
画
製
剤
の
う
ち
、
免
疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
製
剤
及
び
ア
ル
ブ
ミ

ン
製
剤
の
供
給
量
は
、
製
造
に
要
す
る
原
料
血

漿

量
に
換
算
し
て
、

平
成
十
九
年
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
川
刊
州
「
綱
引
引
Ч
ノレ‐
及
び
司
コ
刊
ｄ

万
リ
ツ
ト
ル
で
あ
り
、
う
ち
国
内
献
血
に
由
来
す
る
も
の
の
供
給
量
は

、
そ
れ
ぞ
れ
川
刊

一‐
冽
川

ツー
Ｈ

ノレ‐
及
び
刑
引
川
「
綱
引
引
国
羽
で
あ
る
。

劃

矧

創

到

劉

例

０

劃

酬

可

過
‐

劃

樹

□

捌

劃

馴

ヨ

鳳

引

倒

ゴ

創

ｄ

引

判

劃

引

コ

＝

「

利

州

刑

＝

利

引

国

列

馴

ヨ

コ

洲

劉

自

羽

割

到

――

州

川

悧

羽

耐

「

リ

コ

副

劉

司

司

測

目

Ш

引

劉

ヨ

ヨ

劉

劃

例

刹

劇

月

劃

到

引

釧

剤

羽

副

∃

綱

劇

対

引

刊

劃

剛

制

御

剰

列

コ

劃

引

可

Ｊ

日

測

脚

劃

罰

劉

ヨ

∃

重
要
な
課
題
で
あ
る
。



３
　
血
液
凝
固
因
子
製
剤
等

血
液
凝
固
第
Ⅷ
因
子
製
剤

（遺
伝
子
組
換
え
製
剤
を
除
く
。
）
及
び

血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製
剤

（例
日
厠
馴
倒
切
到
倒
刊
糾
測
刻
劇
刹
を
除
く

。
）
は
、
す
べ
て
国
内
献
血
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
製
剤
に

つ
い
て
は
、
今
後
と
も
国
内
自
給
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
が
、
血

漿

由
来
製
剤
及
び
遺
伝
子
組
換
え
製
剤

の
特
性
及
び
副
作
用
の
発
現
状
況
並
び
に
危
機
管
理
的
な
対
応
を
考
慮

し
た
製
造
体
制
及
び
製
造
能
力

の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
国
内
献
血
由

来
製
剤
を

一
定
量
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
特
殊
免
疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
製
剤
等
多
く
を
輸
入
に
依
存
し
て
い

る
製
剤
に

つ
い
て
は
、
国
内
泊
給
の
方
策
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

〓
一　
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品

血
液
凝
固
第
Ⅷ
因
子
製
剤
測
湘
潮
欄
倒
列
固
刹
翻
調
割
コ
馴
刹
に
つ
い
て
は

、
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
と
し
て
、
血
液
に
由
来
す
る
製
剤
の
外
に
遺
伝

子
組
換
え
製
剤
が
輸
入
に
よ
り
供
給
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
な
お
、

将
来
的
に
は
遺
伝
子
組
換
え
第
Ⅷ
因
子
製
剤
及
び
血
液
凝
固
第

Ⅸ
因
子
製

剤

の
国
内
で
の
製
造
の
可
能
性
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
遺
伝
子
組
換
え
ア
ル
ブ
ミ
ン
製
剤
は
、
今
後
、
徐
々
に
供
給
さ

れ
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
が
当
該
製
剤
の
製
造
及
び
供
給
状
況
を
確
認
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
　
血
液
製
剤
に
関
し
国
内
自
給
が
確
保
さ
れ
る
た
め
の
方
策
に
関
す
る
事

項一
　

基
本
的
な
考
え
方

血
液
製
剤
は
安
全
性

の
向
上
に
常
に
配
慮
し

つ
つ
安
定
的
に
供
給
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か

つ
、
国
内

の
献
血
に
基
づ
く
国
内
自
給
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
劇
二‐
刊
回

年
現
在
、
国
内
自
給
を
達
成
し
て
い
る
輸
血
用
血
液
製
剤
、
血
液
凝
固
第

３
　
血
液
凝
固
因
子
製
剤
等

血
液
凝
固
第
Ⅷ
因
子
製
剤

（遺
伝
子
組
換
え
製
剤
を
除
く
。
）
及
び

血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製
剤

（複
合
体
を
除
く
。
）
は
、
す
べ
て
国
内
献

血
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
製
剤
に

つ
い
て
は
、
今
後
と
も
国
内
自
給
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
が
、
血

漿

由
来
製
剤
及
び
遺
伝
子
組
換
え
製
剤

の
特
性
及
び
副
作
用
の
発
現
状
況
並
び
に
危
機
管
理
的
な
対
応
を
考
慮

し
た
製
造
体
制
及
び
製
造
能
力
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
国
内
献
ユ
由

来
製
剤
を

一
定
量
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
特
殊
免
疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
製
剤
等
多
く
を
輸
入
に
依
存
し
て
い

る
製
剤
に
つ
い
で
は
、
国
内
自
給
の
方
策
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

〓
一　
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品

血
液
凝
固
第
Ⅷ
因
子
製
剤
に
つ
い
て
は
、
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
と
し

て
、
血
液
に
由
来
す
る
製
剤
の
外
に
遺
伝
子
組
換
え
製
剤
が
輸
入
に
よ
り

供
給
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
な
お
、
将
来
的
に
は
遺
伝
子
組
換
え
第

Ⅷ
因
子
製
剤
の
国
内
で
の
製
造
の
可
能
性
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
細
川

―こ―
制
州
割
川
川
遺
伝
子
組
換
え
ア
ル
ブ
ミ
ン
製
剤
―こ‐

つ‐
＝

「
利
詞
洲
＝
司
測
月
劃
こ―
到
で―
司
明
、
今
後
、
徐
々
に
供
給
さ
れ
て
い
く

と
見
込
ま
れ
る
が
、
当
該
製
剤
の
製
造
及
び
供
給
状
況
を
確
認
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
　
血
液
製
剤
に
関
し
国
内
自
給
が
確
保
さ
れ
る
た
め
の
方
策
に
関
す
る
事

項一　

基
本
的
な
考
え
方

血
液
製
剤
は
安
全
性
の
向
上
に
常
に
配
慮
し
つ
つ
安
定
的
に
供
給
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
国
内
の
献
血
に
基
づ
く
国
内
自
給
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
十
九
年

現
在
、
国
内
自
給
を
達
成
し
て
い
る
輸
血
用
血
液
製
剤
、
血
液
凝
固
第
Ⅷ
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Ⅷ
因
子
製
剤

（遺
伝
子
組
換
え
製
剤
を
除
く
。
）
及
び
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因

子
製
剤

（複
合
体
及
び
遺
伝
子
組
換
え
製
剤
を
除
ぐ
ｄ
）
に
加
え
、
ア
ル

ブ
ミ
ン
製
剤

（遺
伝
子
組
換
え
製
剤
を
除
く
。
）
及
び
免
疫
グ

ロ
プ
リ
ン

製
剤
等
の
血
液
製
剤
に
つ
い
て
も
、
平
成
二
十
年
を
目
途
に
国
内
自
給
の

達
成
を
目
指
す
も
の
と
す
る
。
な
お
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
製
剤

（遺
伝
子
組
換

え
製
剤
を
除
く
。
）
の
国
内
自
給
に
つ
い
て
は
、
遺
伝
子
組
換
え
ア
ル
ブ

ミ
ン
製
剤
の
供
給
状
況
も
影
響
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
製
剤

（遺
伝
子
組
換
え
製
剤
を
除
く
。
）
及
び
免

疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
製
剤
等
の
血

漿

分
画
製
剤
に

つ
い
て
は
、
国
内
自
給
を

推
進
す
る
た
い
■
、
国
内
の
需
要
を
満
た
す
た
め

し―こ
秘
要
な
献
血
量
の
確

保
、
原
料
血

漿

の
有
効
利
用
、
献
血
由
来
原
料
血

漿

を
使
用
し
た
生
産

の
拡
大
、
医
療
関
係
者
に
対
す
る
献
血
由
来
製
剤
の
意
義
の
啓
発
、
患
者

へ
の
情
報
提
供
、
血
液
製
剤

の
適
正
使
用
の
推
進
等
の
方
策
を
各
関
係
者

がヽ
実
践
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ｋ
弩
お
、
特
殊
免
疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
製
剤
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
の
源
料
血

漿

確
保
の
実
現
可
能
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
国
内
製
造
の
方
策
を
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

一
一　
国
内
自
給
が
確
保
さ
れ
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策

１
　
献
血
量
の
確
保

国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
採
血
事
業
者
は
、
第
二
に
示
し
た
血
液
製

剤
に
つ
い
て
の
中
期
的
な
需
給
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、
第
四
に
示
す
と

お
り
、
計
画
的
な
献
血
の
推
進
に
努
め
、
血
液
製
剤
の
国
内
自
給
の
た

め
に
必
要
な
献
血
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

２
　
国
内
に
お
け
る
献
血
由
来
製
剤
及
び
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
の
製
造

と
供
給
国
、
採
血
事
業
者
、
製
造
販
売
業
者
及
び
製
造
業
者
は
、
第
五
に
示

す
と
お
り
、
国
内
の
献
血
に
よ
り
得
ら
れ
た
血
液
及
び
原
料
血

漿

が

す
べ
て
有
効
に
利
用
さ
れ
、
医
療
需
要
に
応
じ
て
、
血
液
製
剤
と
し
て

国
内
に
過
不
足
な
く
供
給
さ
れ
る
よ
う
、
血
液
製
剤
の
国
内
自
給
に
向

け
た
製
造
及
び
供
給
の
た
め
の
体
制
を
整
備
し
、
血
液
事
業
の
安
定
的

因
子
製
剤

（遺
伝
子
組
換
え
製
剤
を
除
く
。
）
及
び
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子

製
剤

（複
合
体
を
除
く
。
）
に
加
え
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
製
剤

（遺
伝
子
組
換

え
製
剤
を
除
く
。
）
及
び
免
疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
製
剤
等
の
血
液
製
剤
に

つ
い

て
も
、
平
成
二
十
五
年
を
目
途
に
国
内
自
給
の
達
成
を
目
指
す
も
の
と
す

る
。
な
お
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
製
剤

（遺
伝
子
組
換
え
製
剤
を
除
く
。
）
の
国

内
自
給
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
遺
伝
子
組
換
え
ア
ル
ブ
ミ
ン
製
剤
の
供
給

状
況
も
影
響
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
製
剤
〓
憶
伝
子
組
換
え
製
剤
を
除
く
。
）
及
び
免

疫
グ
ロ
プ
リ
ン
製
剤
等
の
血

漿

分
画
製
剤
に
つ
い
て
は
、
国
内
自
給
を

推
進
す
る
た
わ
生
、
国
内
の
需
要
を
満
た
す
た
め

し―こ
秘
要
な
献
血
量
の
確

保
、
原
料
血

漿

の
有
効
利
用
、
献
血
由
来
原
料
血

漿

を
使
用
し
た
生
産

の
拡
大
、
医
療
関
係
者
に
対
す
る
献
血
由
来
製
剤
の
意
義
の
啓
発
、
患
者

へ
の
情
報
提
供
、
血
液
製
剤
の
適
正
使
用
の
推
進
等
の
方
策
を
各
関
係
者

が
実
践
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ｋ
η
お
、
特
殊
免
疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
製
剤
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
の
原
料
血

漿

確
保
の
実
現
可
能
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
国
内
製
造
の
方
策
を
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

一
一　
国
内
自
給
が
確
保
さ
れ
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策

１
　
献
血
量
の
確
保

国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
採
血
事
業
者
は
、
第
二
に
示
し
た
血
液
製

剤
に
つ
い
て
の
中
期
的
な
需
給
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、
第
四
に
示
す
と

お
り
、
計
画
的
な
献
血
の
推
進
に
努
め
、
血
液
製
剤
の
国
内
自
給
の
た

め
に
必
要
な
献
血
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

２
　
国
内
に
お
け
る
献
血
由
来
製
剤
及
び
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
の
製
造

と
供
給
国
、
採
血
事
業
者
、
製
造
販
売
業
者
及
び
製
造
業
者
は
、
第
五
に
示

す
と
お
り
、
国
内
の
献
血
に
よ
り
得
ら
れ
た
血
液
及
び
原
料
血

一漿

が

す
べ
て
有
効
に
利
用
さ
れ
、
医
療
需
要
に
応
じ
て
、
血
液
製
剤
と
し
て

国
内
に
過
不
足
な
く
供
給
さ
れ
る
よ
う
、
血
液
製
剤
の
国
内
自
給
に
向

け
た
製
造
及
び
供
給
の
た
め
の
体
制
を
整
備
し
、
血
液
事
業
の
安
定
的

- 8 -



な
運
営
を
通
じ
て
、
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

こ
の
た
め
、
採
血
事
業
者
、
製
造
販
売
業
者
及
び
製
造
業
者
は
、
採

血
か
ら
製
造
及
び
供
給
に
至
る
す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て
、
事
業
の
最

大
限
の
効
率
化
及
び
合
理
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
は
、
国
内
自
給
を
推
進
す
る
に
当
た

つ
て
、
採
血
事
業
者

、
製
造
販
売
業
者
等
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
、
医
療
関
係
者
、
献
血
者

等
血
液
事
業
に
関
わ
る
者
の
意
見
を
十
分
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
遺
伝

子
組
換
え
ア
ル
ブ
ミ
ン
製
剤
の
川
細
測
測
、
国
内
の
献
血
に
由
来
す
る

血
液
製
剤
及
び
輸
入
さ
れ
る
血
液
製
剤
の
供
給
を
め
ぐ
る
動
向
等
も
十

分
に
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
医
療
関
係
者
等
に
対
す
る
啓
発
等

国
、
地
方
公
共
団
体
、
採
血
事
業
者
及
び
製
造
販
売
業
者
等
は
、
医

療
関
係
者
及
び
息
者
に
対
し
、
国
内
の
献
血
に
よ
り
得
ら
れ
た
血
液
に

由
来
す
る
製
剤

の
意
義
に
つ
い
て
の
啓
発
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

医
療
関
係
者
に
お
い
て
は
、
献
血
に
よ
り
確
保
さ
れ
て
い
る
血
液
製

剤
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
含
め
、
そ
の
よ
う
な
血
液
製
剤
に
関

し
て
、
患
者

へ
の
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ

る

。
劃
「

刻

淵

飼

司

コ

劃

卿

目

倒

劇

馴

Ｊ

測

劃

部‐

郵
醐
劇
割
劉
剣
日
司
判
司
到
コ
劃
矧
到
コ

度‐
鮒
劉

司
劃
測
剛
習
Ｊ
翻
引
∃
司
到
馴
劇
捌
引
升
劃
倒
日

「

国
‐

劃

刷

例

到

馴

罰

創

劃

調

引

劉

４
　
適
正
使
用

の
推
進

免
疫
グ

ロ
ブ
リ

ン
製
剤

の
使
用
量
は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後

と
も
適
切
か

つ
適
正
な
使
用

の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
。
ア
ル
ブ
ミ
ン
製

剤

の
使
用
量
は
、
適
正
使
用

の
推
進

の
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
減
少

傾
向
に
湖
引
月
期
「
コ
型
「
嘲
倒
叫
嘲
倒
団

―こ―
冽
引

、
引
き
続
き
適
正
に

用
が
図
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

医
療
機
関
に
お

い
て
は
、
血
液
製
剤

の
適
正
使
用

の

一
層

の
推
進
に

な
運
営
を
通
じ
て
、
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

こ
の
た
め
、
採
血
事
業
者
、
製
造
販
売
業
者
及
び
製
造
業
者
は
、
採

血
か
ら
製
造
及
び
供
給
に
至
る
す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て
、
事
業
の
最

大
限
の
効
率
化
及
び
合
理
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
は
、
国
内
自
給
を
推
進
す
る
に
当
た

つ
て
、
採
血
事
業
者

、
製
造
販
売
業
者
等
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
、
医
療
関
係
者
、
献
血
者

等
血
液
事
業
に
関
わ
る
者
の
意
見
を
十
分
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
遺
伝

子
組
換
え
ア
ル
ブ
ミ
ン
製
剤
の
国
馴
網
鋼
憫
剣
釧
州
引
倒
ｑ
川
制
州
測
、

国
内
の
献
血
に
由
来
す
る
血
液
製
剤
及
び
輸
入
さ
れ
る
血
液
製
剤
の
供

給
を
め
ぐ
る
動
向
等
も
十
分
に
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
医
療
関
係
者
等
に
対
す
る
啓
発
等

国
、
地
方
公
共
団
体
、
採
血
事
業
者
及
び
製
造
販
売
業
者
等
は
、
医

療
関
係
者
及
び
患
者
に
対
し
、
国
内
の
献
血
に
よ
り
得
ら
れ
た
血
液
に

由
来
す
る
製
剤
の
意
義
に
つ
い
て
の
啓
発
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

医
療
関
係
者
に
お
い
て
は
、
献
血
に
よ
り
確
保
さ
れ
て
い
る
血
液
製

剤
は
貴
重
な
も

の
で
あ
る
こ
と
を
含
め
、
そ
の
よ
う
な
血
液
製
剤
に
関

し
て
、
患
者

へ
の
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ

る
。

４
　
適
正
使
用
の
推
進

免
疫
グ

ロ
ブ
リ
ン
製
剤
の
使
用
量
は
近
年
や
や
増
加
傾
向
に
あ
り
、

今
後
と
も
適
切
か
つ
適
正
な
使
用
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
。
ア
ル
ブ
ミ

ン
製
剤
の
使
用
量
は
、
適
正
使
用
の
推
進
の
結
果
と
し
て
、
減
少
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
引
き
続
き
適
正
使
用
が
図
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
血
液
製
剤
の
適
正
使
用
の

一
層
の
推
進
に

- 9 -



努
め
る
こ
と
が
、
ア
ル
ブ

ミ
ン
製
剤
等

の
国
内
自
給
を
推
進
す
る
方
策

と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。

第
四
　
献
血

の
推
進
に
関
す
る
事
項

一
　

基
本
的
な
考
え
方

国
、
地
方
公
共
団
体
、
採
血
事
業
者
、
献
血
推
進
協
議
会
、
民
間
の
献

血
推
進
組
織
等
は
、
本
方
針
及
び
献
血
推
進
計
画
を
踏
ま
え
、
協
力
し
て

、
相
互
扶
助
及
び
博
愛

の
精
神
に
基
づ
き
、
献
血
推
進
運
動
を
展
開
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
、
献
血
に

つ
い
て
国
民
に
正
確
な
情

報
を
伝
え
、
そ
の
理
解
と
協
力
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

中
長
期
的
な
課
題
と
し
て
、
今
後
の
人

口
動
態
を
考
慮
す
る
と
、
献
血

可
能
人

口
が
減
少
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
血
液
製
剤

の
安

定
供
給
に
は
国
民

一
人

一
人

の

一
層

の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、
献
血
に

つ
い
て
の
理
解
を
広
め
、
献
血

者
を
増
や
す
た
め
、
幼
少
期
も
含
め
た
若
年
層
を
中
心
に
普
及
啓
発
を

一

層
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

劃
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翻
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翻
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創
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と
が
重
要
で
あ
る
。

な
お
、
四
〇
〇
ミ
リ
リ

ツ
ト
ル
全
血
採
血
及
び
成
分
採
血
は
、
献
血
量

を
確
保
し
や
す
く
な
る
と
と
も
に
、
感
染
症
等

の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る

な
ど

の
利
点
が
あ
る
た
め
、
今
後
も
、　
一
層

の
普
及
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
血
液
製
剤
、
特
に
赤
血
球
製
剤
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
国
、
都
道
府
県
及
び
採
血
事
業
者
は
、
在
庫
水
準
を
常
時
把
握
し

努
め
る
こ
と
が
、

ア
ル
ブ
ミ
ン
製
剤
等

の
国
内
自
給
を
推
進
す
る
方
策

と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。

第
四
　
献
血

の
推
進
に
関
す
る
事
項

一
　

基
本
的
な
考
え
方

国
、
地
方
公
共
団
体
、
採
血
事
業
者
、
献
血
推
進
協
議
会
、
民
間

の
献

血
推
進
組
織
等
は
、
本
方
針
及
び
献
血
推
進
計
画
を
踏
ま
え
、
協
力
し
て

、
相
互
扶
助
及
び
博
愛

の
精
神
に
基
づ
き
、
献
血
推
進
運
動
を
展
開
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
、
献
血

に

つ
い
て
国
民
に
正
確
な
情

報
を
伝
え
、
そ
の
理
解
と
協
力
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

中
長
期
的
な
課
題
と
し
て
、
今
後

の
人

口
動
態
を
考
慮
す
る
と
、
献
血

可
能
人

口
が
減
少
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
を
か
ら
、
血
液
製
剤

の
安

定
供
給
に
は
国
民

一
人

一
人
の

一
層
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、
献
血
に

つ
い
て
の
理
解
を
広
め
、
献
血

者
を
増
や
す
た
め
、
幼
少
期
も
含
め
た
若
年
層
を
中
心
に
普
及
啓
発
を

一

層
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
四
〇
〇
ミ
リ
リ

ツ
ト
ル
全
血
採
血
及
び
成
分
採
血
は
、
献
血
量

を
確
保
し
や
す
く
な
る
と
と
も
に
、
感
染
症
等

の
リ

ス
ク
を
低
減
さ
せ
る

な
ど
の
利
点
が
あ
る
た
め
、
今
後
も
、　
一
層

の
普
及
が
必
要
で
あ
る
。
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副
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割

引
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劉

引

ヨ

∃

ヨ

引

「

ま
た
、
血
液
製
剤
、
特
に
赤
血
球
製
剤
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
国
、
都
道
府
県
及
び
採
血
事
業
者
は
、
在
庫
水
準
を
常
時
把
握
し



「
―

「

―

―

―

―
、
在
庫
が
不
足
す
る
場
合
に
は
供
給
に
支
障
を
及
ぼ
す
危
険
性
を
回
避
す

る
よ
う
早
急
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
予
め
災
害
時
の
対
応
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
献
血
が
確
保
さ
れ
、
血
液
が
適
切
に
供

給
さ
れ
る
よ
う
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
採
血
事
業
者
は
、

あ
ら
か
じ
め
災
害
時
に
お
け
る
献
血
受
入
体
制
を
構
築
し
、
各
採
血
所
間

に
お
け
る
需
給
調
整
が
迅
速
に
で
き
る
よ
う
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害

時
に
お
け
る
献
血
量
の
確
保
に
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
一　
献
血
推
進
計
画
及
び
都
道
府
県
献
血
推
進
計
画

国
は
、
献
血
に
よ
り
確
保
す
べ
き
血
液
の
目
標
量
、
そ
の
目
標
量
確
保

の
た
め
の
基
本
的
な
施
策
、
献
血
の
推
進
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
、
毎

年
度
、
菜
事

・
食
品
衛
生
審
議
会

（
以
下

「審
議
会
」
と
い
う
。
）
の
意

見
を
聴

い
て
献
血
推
進
計
画
を
策
定
し
、
公
表
す
る
。
ま
た
、
献
血
推
進

計
画
に
基
づ
き
、
国
民
の
献
血

へ
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
の
教
育
及

び
啓
発
、
採
血
事
業
者
に
よ
る
献
血
の
受
入
れ
と
献
血
者
の
保
護
に
対
す

る
協
力
等
を
行
う
。

都
道
府
県
は
、
本
方
針
及
び
国
の
定
め
る
献
血
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

毎
年
度
、
血
液
製
剤
の
需
給
の
状
況
、
適
正
使
用
の
推
進
状
況
、
人
自
動

態
等
を
考
慮
し
て
、
効
果
的
な
都
道
府
県
献
血
推
進
計
画
を
策
定
し
、
公

表
す
る
よ
う
努
め
る
。
ま
た
、
住
民
の
献
血

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

広
報
、
献
血
推
進
組
織
の
育
成
、
献
血
の
受
入
れ
の
円
滑
な
実
施
等
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
市
町
村
は
、
国
及
び
都
道
府
県
と
と

も
に
献
血
推
進

の
た
め
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

〓
一　
献
血
受
入
計
画

採
血
事
業
者
は
、
本
方
針
及
び
国
の
定
め
る
献
血
推
進
計
画
に
基
づ
き

、
毎
年
度
、
献
血
受
入
計
画
を
作
成
し
、
国
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
事
業
の
実
施
に
当
た

つ
て
は
、
献
血
受
入
体
制
を
着
実
に
整
備

し
、
献
血
の
受
入
れ
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
採
血
時
の
安
全
性
の
確
保
、
事
故

へ
の

対
応
、
献
血
者
の
個
人
情
報
の
保
護
、
採
血
に
よ
る
献
血
者
等
の
健
康
被

、
在
庫
が
不
足
す
る
場
合
に
は
供
給
に
支
障
を
及
ぼ
す
危
険
性
を
回
避
す

る
よ
う
早
急
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
予
め
災
害
時
の
対
応
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
献
血
が
確
保
さ
れ
、
血
液
が
適
切
に
供

給
さ
れ
る
よ
う
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
採
血
事
業
者
は
、

あ
ら
か
じ
め
災
害
時
に
お
け
る
献
血
受
入
体
制
を
構
築
し
、
各
採
血
所
間

に
お
け
る
需
給
調
整
が
迅
速
に
で
き
る
よ
う
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害

時
に
お
け
る
献
血
量
の
確
保
に
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
一　
献
血
推
進
計
画
及
び
都
道
府
県
献
血
推
進
計
画

国
は
、
献
血
に
よ
り
確
保
す
べ
き
血
液
の
目
標
量
、
そ
の
目
標
量
確
保

の
た
め
の
基
本
的
な
施
策
、
献
血
の
推
進
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
毎

年
度
、
薬
事

。
食
品
衛
生
審
議
会

（以
下

「審
議
会
」
と
い
う
。
）
の
意

見
を
聴
い
て
献
血
推
進
計
画
を
策
定
し
、
公
表
す
る
。
ま
た
、
献
血
推
進

計
画
に
基
づ
き
、
国
民
の
献
血

へ
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
の
教
育
及

び
啓
発
、
採
血
事
業
者
に
よ
る
献
血
の
受
入
れ
と
献
血
者
の
保
護
に
対
す

る
協
力
等
を
行
う
。

都
道
府
県
は
、
本
方
針
及
び
国
の
定
め
る
献
血
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

毎
年
度
、
血
液
製
剤
の
需
給
の
状
況
、
適
正
使
用
の
推
進
状
況
、
人
口
動

態
等
を
考
慮
し
て
、
効
果
的
な
都
道
府
県
献
血
推
進
計
画
を
策
定
し
、
公

表
す
る
。
ま
た
、
住
民
の
献
血

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
広
報
、
献
血

推
進
組
織
の
育
成
、
献
血
の
受
入
れ
の
円
滑
な
実
施
等
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
市
町
村
は
、
国
及
び
都
道
府
県
と
と
も
に
献
血
推

進
の
た
め
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
一　
献
血
受
入
計
画

採
血
事
業
者
は
、
本
方
針
及
び
国
の
定
め
る
献
血
推
進
計
画
に
基
づ
き

、
毎
年
度
、
献
血
受
入
計
画
を
作
成
し
、
国
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
事
業
の
実
施
に
当
た

つ
て
は
、
献
血
受
入
体
制
を
着
実
に
整
備

し
、
献
血
の
受
入
れ
に
関
す
る
日
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
採
血
時
の
安
全
性
の
確
保
、
事
故

へ
の

対
応
、
献
血
者
の
個
人
情
報
の
保
護
、
採
血
に
よ
る
献
血
者
等
の
健
康
被
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害
の
補
償
等
献
血
者
が
安
心
し
て
献
血
で
き
る
環
境
の
整
備
、
採
血
に
際

し
て
の
血
液
検
査
に
よ
る
健
康
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
及
び
献
血
者
登
録

制
度
に
よ
る
献
血
者
と
の
連
携
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
希
少
血
液
の
確
保
に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

四
　
献
血
推
進
施
策
の
進
捗
状
況
等
に
関
す
る
確
認
及
び
評
価

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
献
血
推
進
施
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
確

認
及
び
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
採
血
事
業
者
に
よ
る
献
血
の
受
入
れ
の

実
績
に
つ
い
て
の
情
報
を
収
集
す
る
体
制
を
構
築
し
、
必
要
に
応
じ
、
献

血
推
進
施
策
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
五
　
血
液
製
剤
の
製
造
及
び
供
給
に
関
す
る
事
項

一
　

基
本
的
な
考
え
方

血
液
製
剤
は
安
定
的
に
供
給
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
血

液
製
剤
の
供
給
に
当
た

つ
て
は
、
緊
急
時
の
輸
入
、
国
内
で
製
造
が
困
難

な
血
液
製
剤
の
輸
入
等
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
海
外
の
血
液
に
依

．
　

存
し
な
く
て
も
済
む
よ
う
、
原
則
と
し
て
国
内
の
献
血
に
基
づ
く
国
内
自

給
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
内
の
献
血
に
よ

つ
て
得

ら
れ
た
血
液
が
有
効
に
利
用
さ
れ
、
血
液
製
剤
と
し
て
安
定
的
に
供
給
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、　
一
部
の
製
剤
で
供
給
に
支
障
が
生
じ
る
よ

う
な
緊
急
事
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
製
造
販
売
業
者
等
は
所
要
の
在
庫

を
保
有
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
保
健
衛
生
上
の
観
点
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
製
造
、
供

給
等
の
需
給
動
向
を
適
時
適
切
に
把
握
す
る
必
要
の
あ
る
血

漿

分
画
製

剤
に
つ
い
て
は
、
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
を
含
め
、
法
第
二
十
五
条
に
基

づ
き
、
第
二
に
示
し
た
中
期
的
な
需
給
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、
需
給
計
画

を
策
定
し
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
輸
血
用
血
液
製
剤
に
つ
い

て
は
、
災
害
時
等
の
緊
急
的
な
対
応
を
常
に
考
慮
し
つ
つ
、
そ
の
需
給
が

季
節
的
に
変
動
す
る
こ
と
等
も
踏
ま
え
、
献
血
推
進
計
画
等
に
よ
り
、
安

定
的
な
供
給
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

害
の
補
償
等
献
血
者
が
安
心
し
て
献
血
で
き
る
環
境
の
整
備
、
採
血
に
際

し
て
の
血
液
検
査
に
よ
る
健
康
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
及
び
献
血
者
登
録

制
度
に
よ
る
献
血
者
と
の
連
携
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
希
少
血
液
の
確
保
に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

四
　
献
血
推
進
施
策
の
進
捗
状
況
等
に
関
す
る
確
認
及
び
評
価

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
献
血
推
進
施
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
確

認
及
び
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
採
血
事
業
者
に
よ
る
献
血
の
受
入
れ
の

実
績
に
つ
い
て
の
情
報
を
収
集
す
る
体
制
を
構
築
し
、
必
要
に
応
じ
、
献

血
推
進
施
策

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
五
　
血
液
製
剤
の
製
造
及
び
供
給
に
関
す
る
事
項

一　

基
本
的
な
考
え
方

血
液
製
剤
は
安
定
的
に
供
給
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
血

液
製
剤
の
供
給
に
当
た

つ
て
は
、
緊
急
時

の
輸
入
、
国
内
で
製
造
が
困
難

な
血
液
製
剤
の
輸
入
等
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
海
外
の
血
液
に
依

存
し
な
く
て
も
済
む
よ
う
、
原
則
と
し
て
国
内
の
献
血
に
基
づ
く
国
内
自

給
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
内
の
献
血
に
よ
つ
て
得

ら
れ
た
血
液
が
有
効
に
利
用
さ
れ
、
血
液
製
剤
と
し
て
安
定
的
に
供
給
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、　
一
部
の
製
剤
で
供
給
に
支
障
が
生
じ
る
よ

う
な
緊
急
事
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
製
造
販
売
業
者
等
は
所
要
の
在
庫

を
保
有
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
保
健
衛
生
上
の
観
点
か
ら
、
口
翻
翻
「
り
判
劉
呵
測
到
剃
劃

蟄

饉

邸

訓

朝

訓

盗

け
痢
獄
雌
げ
澳

鉤

に
つ
い
て
は
、
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
を
含
め
、
法
第
二
十
五
条
に
基
づ

き
、
第
二
に
示
し
た
中
期
的
な
需
給
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、
需
給
計
画
を

策
定
し
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
輸
血
用
血
液
製
剤
に
つ
い
て

は
、
災
害
時
等
の
緊
急
的
な
対
応
を
常
に
考
慮
し
つ
つ
、
そ
の
需
給
が
季

節
的
に
変
動
す
る
こ
と
等
も
踏
ま
え
、
献
血
推
進
計
画
等
に
よ
り
、
安
定

的
な
供
給
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。



一
一　
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
の
確
保
の
た
め
の
需
給
計
画

需
給
計
画
を
策
定
す
る
際
に
は
、
当
該
血

漿

分
画
製
剤
の
需
給
動
向

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
製
造
に
使
用
す
る
原
料
血

漿

の
量
の
動
向
、
当
該

製
剤
に
代
替
す
る
医
薬
品
、
治
療
法
等
を
考
慮
し
、
審
議
会
の
意
見
を
聴

い
て
策
定
す
る
。

血

漿

し
分
掴
製
剤
の
製
造
販
売
業
者
等
は
、
需
給
計
画
に
沿

つ
て
、
計

画
的
に
血

漿

分
画
製
剤

の
製
造
及
び
供
給
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

と
も
に
、
そ
の
製
造
実
績
等
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
厚
生
労
働
大
臣
は
、
当
該
報
告
を
受
け
、
安
定
供
給
の
確
保
の

観
点
か
ら
、
需
給
計
画
を
尊
重
し
て
適
正
に
製
造
及
び
供
給
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
必
要
に
応
じ
勧
告
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
国
内

の
献
血
に
由
来
す
る
血
液
製
剤
を
取
り
扱
う
製
造
販
売
業

者
等
は
、
そ
の
供
給
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

な
お
、
国
内
の
献
血
に
由
来
す
る
原
料
血

漿

を

一
旦
海
外

へ
輸
出
し

て
外
国
の
工
場
に
お
い
て
製
剤
化
し
て
日
本

へ
輸
入
す
る
血
液
製
剤
を
取

り
扱
う
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
場
合
に
は
国
内
で
の
安
定
供

給
及
び
国
内
泊
給
の
推
進
と
両
立
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
課
題
毎
に
具
体
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

〓
一　
原
料
血

漿

の
配
分

回
は
、
製
造
販
売
業
者
扱
び
製
鑓
業
者
の
製
造
能
力
及
び
製
造
効
率
を

勘
案
し
、
安
定
供
給
に
必
要
な
血

漿

分
画
製
剤
の
適
正
な
水
準
の
生
産

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
審
議
会
に
お
け
る
公
正
か
つ
透
明
な
審
議
を
踏
ま

え
、
需
給
計
画
に
お
い
て
採
血
事
業
者
、
馴
周
国
刻
剥
剖
Ы
ｕ
ｄ

ｌま―
製
日

業
者
か
ら
製
造
販
売
業
者
及
び
製
造
業
者

へ
の
血

漿

の
配
分
量
及
び
配

分
す
る
際
の
標
準
価
格
を
規
定
す
る
も
の
と
す
る
。

採
血
事
業
諸
”
製
造
販
売
業
者
及
び
製
造
業
者
は
、
需
給
計
画
を
尊
重

し
て
原
料
血

漿

を
配
分
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
は

、
計
画
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
た
め
、
原
料
血

漿

の
配
分

結
果
の
報
告
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

四
　
血
液
製
剤
の
確
保

一
一　
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
の
確
保
の
た
め
の
需
給
計
画

需
給
計
画
を
策
定
す
る
際
に
は
、
当
該
血

漿

分
画
製
剤
の
需
給
動
向

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
製
造
に
使
用
す
る
原
料
血

漿

の
量
の
動
向
、
当
該

製
剤
に
代
替
す
る
医
薬
品
、
治
療
法
等
を
考
慮
し
、
審
議
会
の
意
見
を
聴

い
て
策
定
す
る
。

血

漿

し
分
掴
製
剤
の
製
造
販
売
業
者
等
は
、
需
給
計
画
に
沿

っ
て
、
計

画
的
に
血

漿

分
画
製
剤
の
製
造
及
び
供
給
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

と
も
に
、
そ
の
製
造
実
績
等
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
厚
生
労
働
大
臣
は
、
当
該
報
告
を
受
け
、
安
定
供
給
の
確
保
の

観
点
か
ら
、
需
給
計
画
を
尊
重
し
て
適
正
に
製
造
及
び
供
給
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
必
要
に
応
じ
勧
告
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
国
内
の
献
血
に
由
来
す
る
血
液
製
剤
を
取
り
扱
う
製
造
販
売
業

者
等
は
、
そ
の
供
給
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

な
お
、
国
内
の
献
血
に
由
来
す
る
原
料
血

漿

を

一
旦
海
外

へ
輸
出
し

て
外
国
の
工
場
に
お
い
て
製
剤
化
し
て
日
本

へ
輸
入
す
る
血
液
製
剤
を
取

り
扱
う
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
場
合
に
は
国
内
で
の
安
定
供

給
及
び
国
内
自
給
の
推
進
と
両
立
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
課
題
毎
に
具
体
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

〓
一　
原
料
血

漿

の
配
分

国
は
、
製
造
販
売
業
者
及
び
製
造
業
者
の
製
造
能
力
及
び
製
造
効
率
を

勘
案
し
、
安
定
供
給
に
必
要
な
血

漿

分
画
製
剤
の
適
正
な
水
準
の
生
産

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
審
議
会
に
お
け
る
公
正
か

つ
透
明
な
審
議
を
踏
ま

え
、
需
給
尉
徊
に
お
い
て
採
血
事
業
者
か
ら
製
造
販
売
業
者
及
び
製
造
業

者

へ
の
血

漿

の
配
分
量
及
び
配
分
す
る
際
の
標
準
価
格
を
規
定
す
る
も

の
と
す
る
。

採
血
事
業
諸
一
製
造
販
売
業
者
及
び
製
造
業
者
は
、
需
給
計
画
を
尊
重

し
て
原
料
血

漿

を
配
分
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
は

、
計
画
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
た
め
、
原
料
血

漿

の
配
分

結
果
の
報
告
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

剛
湘
潤
劉
到
劃
ヨ
州
樹
細
劇
悧
馴
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国
は
、
災
害
等
の
場
合
に
あ

つ
て
も
、
血
液
製
剤
の
供
給
に
支
障
を
来

す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
製
造
販
売
業
者
及
び
製
造
業
者
に
よ
る
安
定
供
給

に
必
要
な
量
の
備
蓄

の
状
況
等
に
関
し
、
適
宜
、
確
認
を
行
う
な
ど
、
そ

の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
六
　
血
液
製
剤
の
安
全
性
の
向
上
に
関
す
る
事
項

一　

安
全
性
の
向
上
の
た
め
の
取
組

薬
事
法
に
基
づ
き
、
生
物
由
来
製
品
に
つ
い
て
、
そ
の
感
染
の
リ
ス
ク

等
を
踏
ま
え
、
原
材
料
の
採
取
及
び
製
造
か
ら
市
販
後
に
至
る
各
段
階
に

お
い
て
、　
一
般
の
医
薬
品
等
に
お
け
る
各
種
基
準
に
加
え
、
以
下
に
掲
げ

る
基
準
等
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
柱
と
し
て
、
血
液
製
剤
の

一
層
の

安
全
性
の
確
保
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

１
　
原
材
料
採
取
の
方
法
等
に
つ
い
て
保
健
衛
生
上
の
観
点
か
ら
定
め
る

品
質
等
の
付
加
的
な
基
準

２
　
構
造
設
備
、
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
、
そ
の
特

性
に
応
じ
た
付
加
的
な
基
準

３
　
直
接
の
容
器
又
は
直
接
の
被
包
等
に
お
い
て
、
感
染
の
リ
ス
ク
等
を

有
す
る
こ
と
か
ら
適
正
に
使
用
す
べ
き
医
薬
品
等
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
安
全
性
の
確
保
に
関
し
必
要
な
付
加
的
な
表
示
を
行

う

ン
ヽ
，
ｃ
。

４
　
病
原
体
の
混
入
が
判
明
し
た
場
合
に
遡
及
調
査
を
速
や
か
に
講
ず
る

こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、
製
造
販
売
業
者
等
及
び
医
療
関
係
者
は
必

鰊

洒

鰤

蝠

鋼

貪

調

輪

馴

刻

馴

剰

翻

刻

倒

ｇ

劉

創

司

～

封

馴

ヨ

ロ

ゴ

剰

劃

醐

劉

劃

測

劃

制

馴

倒

引

刑

∃

コ

劇

可

ま
―

「

そ
―

目

躙

到

引

日

劇

コ

∃

司

劇

剌

謝

「

Ｊ

劉

日

割

コ

Ｊ

コ

側

剣

帽

劉

国

習

ヨ

鞘

目

司

到

劇

日

剰

劉

□

コ

翻

周

引

刷

劃

劇

Ⅵ

到

引

日

劉

測

翻

ヨ

劉

翻

冽

嘲

例

劃

劃

側

刊

＝
到
＝
，国
は
、
災
害
等
の
場
合
に
あ

つ
て
も
、
血
渡
製
剤
の
供
給
に
支

障
を
来
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
製
造
販
売
業
者
及
び
製
造
業
者
に
よ
る
安

定
供
給
に
必
要
な
量
の
備
蓄
の
状
況
等
に
関
し
、
適
宜
、
確
認
を
行
う
な

ど
、
そ
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
六
　
血
液
製
剤
の
安
全
性
の
向
上
に
関
す
る
事
項

一　
安
全
性
の
向
上
の
た
め
の
取
組

薬
事
法
に
基
づ
き
、
生
物
由
来
製
品
に
つ
い
て
、
そ
の
感
染
の
リ
ス
ク

等
を
踏
ま
え
、
原
材
料
の
採
取
及
び
製
造
か
ら
市
販
後
に
至
る
各
段
階
に

お
い
て
、　
一
般
の
医
薬
品
等
に
お
け
る
各
種
基
準
に
加
え
、
以
下
に
掲
げ

る
基
準
等
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
柱
と
し
て
、
血
液
製
剤
の
一
層
の

安
全
性
の
確
保
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

１
　
原
材
料
採
取
の
方
法
等
に
つ
い
て
保
健
衛
生
上
の
観
点
か
ら
定
め
る

品
質
等
の
付
加
的
な
基
準

２
　
構
造
設
備
、
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
、
そ
の
特

性
に
応
じ
た
付
加
的
な
基
準

３
　
直
接
の
容
器
又
は
直
接
の
被
包
等
に
お
い
て
、
感
染
の
リ
ス
ク
等
を

有
す
る
こ
と
か
ら
適
工
に
使
用
す
べ
き
医
薬
品
等
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
安
全
性
の
確
保
に
関
し
必
要
な
付
加
的
な
表
示
を
行

う

，
）
，
ｃ
。

４
　
病
原
体
の
混
入
が
判
明
し
た
場
合
に
遡
及
調
査
を
速
や
か
に
講
ず
る

こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、
製
造
販
売
業
者
等
及
び
医
療
関
係
者
は
必
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要
な
事
項
に
つ
い
て
記
録
を
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
。

製
造
販
売
業
者
及
び
外
国
特
例
承
認
取
得
者
は
、
薬
事
法
第
六
十
人
条

の
人
に
定
め
る
感
染
症
定
期
報
告
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
製
造
業

者
は
、
特
定
生
物
由
来
製
品
に
つ
い
て
、
遡
及
調
査
の
た
め
に
必
要
な
量

を
適
切
に
保
存
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

医
療
関
係
者
は
、
特
定
生
物
由
来
製
品
を
使
用
す
る
際
に
は
、
原
材
料

に
由
来
す
る
感
染
の
リ
ス
ク
等
に

つ
い
て
、
特
段
の
注
意
を
払
う
必
要
が

あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
薬
事
法
第
六
十
人
条

の
七
に
基
づ
き
、
そ
の
有
効
性
及
び
安
全
性
そ
の
他
当
該
製
品
の
適
正
な

使
用
の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、

適
切
か

つ
十
分
な
説
明
を
行
い
、
そ
の
理
解
と
同
意
を
得
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

都
道
府
県
及
び
保
健
所
を
設
置
す
る
市

（特
別
区
を
含
む
。
以
下

「都

道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
は
、
必
要
に
応
じ
、
医
療
関
係
者
が
安
全
対
策

を
適
切
に
実
施
す
る
よ
う
、
指
導
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
“

採
血
事
業
者
は
、
血
液
製
剤
を
介
し
て
感
染
症
等
が
発
生
す
る
リ
ス
ク

を
で
き
る
限
り
排
除
す
る
た
め
に
、
献
血
時
に
お
け
る
間
診
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
採
血
事
業
者

は
、
予
め
献
血
者
に
対
し
、
検
査
を
目
的
と
し
た
献
血
を
行
わ
な
い
よ
う

周
知
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。

医
療
関
係
者
は
い
血
液
製
剤
の
免
疫
学
的
副
作
用
の
発
生
に
も
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
に
つ
い
て
も
、
安
全
性
の
確
保
を
図
る

こ
せ
が
重
要
で
あ
る
。

一
一　
迅
速
か

つ
適
切
に
安
全
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
整
備

国
、
採
血
事
業
者
、
製
造
販
売
業
者
等
及
び
医
療
関
係
者
は
、
感
染
症

等
、
血
液
製
剤
に
係
る
安
全
性
に
関
す
る
情
報
を
把
握
し
、
そ
の
情
報
を

評
価
し
、
安
全
対
策
の
実
施
を
迅
速
か
つ
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
遡
及

調
査
を
速
や
か
に
実
施
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

血
液
製
剤
の
安
全
性
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
審
議
会
に
お
い
て

要
な
事
項
に
つ
い
て
記
録
を
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
。

製
造
販
売
業
者
及
び
外
国
特
例
承
認
取
得
者
は
、
薬
事
法
第
六
十
人
条

の
人
に
定
め
る
感
染
症
定
期
報
告
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
製
造
業

者
は
、
特
定
生
物
由
来
製
品
に
つ
い
て
、
遡
及
調
査
の
た
め
に
必
要
な
量

を
適
切
に
保
存
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

医
療
関
係
者
は
、
特
定
生
物
由
来
製
品
を
使
用
す
る
際
に
は
、
原
材
料

に
由
来
す
る
感
染
の
リ
ス
ク
等
に
つ
い
て
、
特
段
の
注
意
を
払
う
必
要
が

あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
薬
事
法
第
六
十
人
条

の
七
に
基
づ
き
、
そ
の
有
効
性
及
び
安
全
性
そ
の
他
当
該
製
品
の
適
正
な

使
用
の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、

適
切
か

つ
十
分
な
説
明
を
行
い
、
そ
の
理
解
と
同
意
を
得
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

都
道
府
県
及
び
保
健
所
を
設
置
す
る
市

（特
別
区
を
含
む
。
以
下

「都

道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
は
、
必
要
に
応
じ
、
医
療
関
係
者
が
安
全
対
策

を
適
切
に
実
施
す
る
よ
う
、
指
導
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

採
血
事
業
者
は
、
血
液
製
剤
を
介
し
て
感
染
症
等
が
発
生
す
る
リ
ス
ク

を
で
き
る
限
り
排
除
す
る
た
め
に
、
献
血
時
に
お
け
る
間
診
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
採
血
事
業
者

は
、
予
め
献
血
者
に
対
し
、
検
査
を
目
的
と
し
た
献
血
を
行
わ
な
い
よ
う

周
知
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。

医
療
関
係
者
は
、
血
液
製
剤
の
免
疫
学
的
副
作
用
の
発
生
に
も
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
に
つ
い
て
も
、
安
全
性
の
確
保
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
一　
迅
速
か
つ
適
切
に
安
全
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
整
備

国
、
採
血
事
業
者
、
製
造
販
売
業
者
等
及
び
医
療
関
係
者
は
、
感
染
症

等
、
血
液
製
剤
に
係
る
安
全
性
に
関
す
る
情
報
を
把
握
し
、
そ
の
情
報
を

評
価
し
、
安
全
対
策
の
実
施
を
迅
速
か

つ
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
遡
及

調
査
を
速
や
か
に
実
施
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

血
液
製
剤

の
安
全
性
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
審
議
会
に
お
い
て



、
専
門
家
、
患
者
等
と
遅
滞
な
く
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
国
民
に

対
し
適
時
適
切
か

つ
迅
速
に
情
報
を
公
開
し
、
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

〓
一　
血
液
製
剤
の
使
用
に
よ
り
感
染
症

の
発
生
等
が
判
明
し
た
場
合
の
対
応

国
は
、
血
液
製
剤
の
使
用
に
よ
り
、
感
染
症
等
の
保
健
衛
生
上
の
危
害

の
発
生
又
は
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
遡

及
調
査
を
速
や
か
に
実
施
し
、
ほ
か
の
患
者
等

へ
の
健
康
被
害
が
拡
大
し

な
い
よ
う
、
薬
事
法
第
六
十
九
条
の
三
に
基
づ
く
製
品
の
販
売
等
の

一
時

停
止
や
同
法
第
七
十
条
第

一
項
及
び
第
二
項
に
基
づ
く
回
収
等
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
す
る
不
利
益
や

偏
見
、
差
別
に
配
慮
し
つ
つ
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
を
始
め
と
す
る
国
民

や
医
療
機
関
等

へ
各
種
の
手
法
に
よ
り
迅
速
に
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
原
因
の
究
明
、
改
善
の
指
示
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。

四
　
安
全
性
の
向
上
の
た
め
の
技
術
の
開
発
促
進
及
び
早
期
導
入

製
造
販
売
業
者
等
は
、
病
原
体
の
不
活
化

・
除
去
技
術
の
向
上
、
よ
り

高
感
度
か
つ
高
精
度
の
検
査
方
法
の
開
発
等
を
通
じ
、
よ
り
安
全
性
の
高

い
血
液
製
剤
の
開
発
等
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
は
、
血
液
製
剤
の
安
全
性
の
向
上
に
係
る
技
術
に
関
す
る
情

報
を
収
集
し
、
技
術
開
発
を
支
援
し
、
採
血
事
業
者
１
劇
日
明
刺
判
劃
及

び
製
造
業
者
が
そ
れ
ら
の
技
術
を
早
期
導
入
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
も
の

と
す
る
。

五
　
自
己
血
輸
血
等
の
取
扱
い

輸
血
に
よ
り
、
感
染
症
、
免
疫
学
的
副
作
用
等
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
は

完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
己
血
輸
血
は
推

奨
さ
れ
る
手
法
で
あ
る
。
自
己
血
輸
血
を
行
う
際
は
、
法
第
二
十
四
条
第

二
項
に
基
づ
き
定
め
る
基
準
及
び
そ
の
実
施
に
関
す
る
指
針
に
沿

っ
て
適

切
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
自
己
血
輸
血
を
除
き
、
院
内
血
輸
血
は
、
安
全
性
の
問
題
及
び

患
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
す
る
負
担

の
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と

し
て
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

、
専
門
家
い
患
者
等
と
遅
滞
な
く
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
国
民
に

対
し
適
時
適
切
か
つ
迅
速
に
情
報
を
公
開
し
、
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

〓
一　
血
液
製
剤
の
使
用
に
よ
り
感
染
症
の
発
生
等
が
判
明
し
た
場
合

の
対
応

国
は
、
血
液
製
剤
の
使
用
に
よ
り
、
感
染
症
等
の
保
健
衛
生
上
の
危
害

の
発
生
又
は
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
遡

及
調
査
を
速
や
か
に
実
施
し
、
ほ
か
の
患
者
等

へ
の
健
康
被
害
が
拡
大
し

な
い
よ
う
、
薬
事
法
第
六
十
九
条

の
三
に
基
づ
く
製
品
の
販
売
等
の

一
時

停
止
や
同
法
第
七
十
条
第

一
項
及
び
第
二
項
に
基
づ
く
回
収
等
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
す
る
不
利
益
や

偏
見
、
差
別
に
配
慮
し
つ
つ
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
を
始
め
と
す
る
国
民

や
医
療
機
関
等

へ
各
種
の
手
法
に
よ
り
迅
速
に
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
原
因
の
究
明
、
改
善
の
指
示
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。

四
　
安
全
性
の
向
上
の
た
め
の
技
術

の
開
発
促
進
及
び
早
期
導
入

製
造
販
売
業
者
等
は
、
病
原
体
の
不
活
化

・
除
去
技
術
の
向
上
、
よ
り

高
感
度
か
つ
高
精
度
の
検
査
方
法
の
開
発
等
を
通
じ
、
よ
り
安
全
性
の
高

い
血
液
製
剤
の
開
発
等
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
は
、
血
液
製
剤
の
安
全
性
の
向
上
に
係
る
技
術
に
関
す
る
情

報
を
収
集
し
、
技
術
開
発
を
支
援
し
、
採
血
事
業
者
及
び
製
造
業
者
が
そ

れ
ら
の
技
術
を
早
期
導
入
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
も
の
と
す
る
。

五
　
自
己
血
輸
血
等
の
取
扱
い

輸
血
に
よ
り
、
感
染
症
、
免
疫
学
的
副
作
用
等
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
は

完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
己
血
輸
血
は
推

奨
さ
れ
る
手
法
で
あ
る
。
自
己
血
輸
血
を
行
う
際
は
、
法
第
二
十
四
条
第

二
項
に
基
づ
き
定
め
る
基
準
及
び
そ
の
実
施
に
関
す
る
指
針
に
沿

っ
て
適

切
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
自
己
血
輸
血
を
除
き
、
院
内
血
輸
血
は
、
安
全
性
の
問
題
及
び

患
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
す
る
負
担

の
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と

し
て
行
う
べ
き
で
は
な
い
。
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第
七
　
血
液
製
剤
の
適
正
な
使
用
に
関
す
る
事
項

一
　

血
液
製
剤
の
適
正
使
用
の
推
進

医
療
関
係
者
は
、
血
液
製
剤
の
特
徴
を
十
分
に
理
解
し
、
そ
の
適
正
な

使
用
を

一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
医
療
関
係
者
に
対
す
る
教

育
、
研
修
等
、
様

々
な
機
会
を
通
じ
て
働
き
掛
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ

る

。
国
は
、
血
液
製
剤
の
適
正
使
用
、
輸
血
療
法
の
実
施
等
に
関
す
る
指
針

を
医
療
機
関
に
示
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
医
療
機
関
に
お
け
る
血

液
製
剤

の
使
用
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
定
期
的
に
評
価
し
、
必

要
に
応
じ
て
当
該
指
針
を
見
直
す
等
、
適
正
使
用
の
推
進
の
た
め
の
よ
リ

効
果
的
な
方
法
を
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

一
一　
院
内
体
制
の
整
備

医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
血
液
製
剤
を
用
い
た
医
療
が
適
正
に
な
さ
れ

る
よ
う
、
院
内
の
血
液
製
剤
を
管
理
し
、
使
用
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
そ
の

よ
う
な
医
療
機
関
に
対
し
、
様

々
な
機
会
を
通
じ
て
、
院
内
に
お
け
る
輸

血
療
法
委
員
会
及
び
輸
血
部
門
の
設
置
並
び
に
責
任
医
師
の
任
命
を
働
き

か
け
る
も
の
と
す
る
。

〓
一　
患
者
等
に
対
す
る
説
明

医
療
関
係
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
に
応
じ
て
血
液
製
剤
の
適
切
な
使

用
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
血
液

製
剤
に
関
し
て
適
切
か
つ
十
分
な
説
明
を
行
い
、
そ
の
理
解
と
同
意
を
得

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
人
　
そ
の
他
献
血
及
び
血
液
製
剤
に
関
す
る
重
要
事
項

一
　

血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
に
関
す
る
事
項

遺
伝
子
組
換
え
血
液
凝
固
第
Ⅷ
因
子
製
剤
を
は
じ
め
と
す
る
血
液
製
剤

代
替
医
薬
品
は
、
血
液
製
剤
の
需
給
動
向
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
た
め

、
第
五
に
示
し
た
と
お
り
、
そ
の
計
画
的
な
製
造
及
び
供
給
が
行
わ
れ
る

必
要
が
あ
る
。

第
七
　
血
液
製
剤
の
適
正
な
使
用
に
関
す
る
事
項

一
　

血
液
製
剤
の
適
正
使
用
の
推
進

医
療
関
係
者
は
、
血
液
製
剤
の
特
徴
を
十
分
に
理
解
し
、
そ
の
適
正
な

使
用
を

一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
医
療
関
係
者
に
対
す
る
教

育
、
研
修
等
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
働
き
掛
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
国
は
、
血
液
製
剤
の
適
正
使
用
、
輸
血
療
法
の
実
施
等
に
関
す
る
指
針

を
医
療
機
関
に
示
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
医
療
機
関
に
お
け
る
血

液
製
剤
の
使
用
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
定
期
的
に
評
価
し
、
必

要
に
応
じ
て
当
該
指
針
を
見
直
す
等
、
適
正
使
用
の
推
進
の
た
め
の
よ
り

効
果
的
な
方
法
を
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

一
一　
院
内
体
制
の
整
備

医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
血
液
製
剤
を
用
い
た
医
療
が
適
正
に
な
さ
れ

る
よ
う
、
院
内
の
血
液
製
剤
を
管
理
し
、
使
用
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
日
及
び
都
道
府
県
等
は
、
そ
の

よ
う
な
医
療
機
関
に
対
し
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、
院
内
に
お
け
る
輸

血
療
法
委
員
会
及
び
輸
血
部
門
の
設
置
並
び
に
責
任
医
師
の
任
命
を
働
き

か
け
る
も
の
と
す
る
。

〓
一　
患
者
等
に
対
す
る
説
明

医
療
関
係
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
に
応
じ
て
血
液
製
剤
の
適
切
な
使

用
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
血
液

製
剤
に
関
し
て
適
切
か

つ
十
分
な
説
明
を
行
い
、
そ
の
理
解
と
同
意
を
得

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
人
　
そ
の
他
献
血
及
び
血
液
製
剤
に
関
す
る
重
要
事
項

一
　

血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
に
関
す
る
事
項

遺
伝
子
組
換
え
血
液
凝
固
第
Ⅷ
因
子
製
剤
を
は
じ
め
と
す
る
血
液
製
剤

代
替
医
薬
品
は
、
血
液
製
剤
の
需
給
動
向
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
た
め

、
第
五
に
示
し
た
と
お
り
、
そ
の
計
画
的
な
製
造
及
び
供
給
が
行
わ
れ
る

必
要
が
あ
る
。
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ま
た
、
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品

の
安
全
対
策

に

つ
い
て
は
、
第
六
に
示

し
た
薬
事
法
に
基
づ
く
規
制
を
適
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
患
者
又

は
そ
の
家
族

へ
の
説
明
及
び
同
意
あ
る
い
は
記
録

の
保
存
等
に

つ
い
て
も

、
必
要
に
応
じ
、
特
定
生
物
由
来
製
品
と
同
様
に
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ

ス

υ

。

血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
は
、
血
液
に
由
来
す
る
製
剤
と
同
様
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
患
者
に
応
じ
適
切
に
、
ま
た
適
正
に
使
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

一る
。

一
一　
採
血
基
準
の
見
直
し

四
〇
〇
ミ
リ
リ

ツ
ト
ル
全
血
採
血
等
の
対
象
年
齢
等
を
規
定
し
て
い
る

採
血
基
準
に
関
し
て
は
、
献
血
に
よ
り
得
ら
れ
る
血
液
量
の
確
保
と
ど
も

に
、
献
血
者

の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
に
、
体
重
、
採
血
間
隔
、
血
中

ヘ

モ
グ

ロ
ビ
ン
値
、
比
重
等
の
デ
ー
タ
や
新
た
な
感
染
症
の
発
生
状
況
等
の

最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
、
諸
外
国
の
状
況
も
勘
案
し
、
専
門
家
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
採
血
基
準
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

〓
一　
血
液
製
剤

の
表
示

血
液
製
剤
に
つ
い
て
は
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
の
選
択
の
機
会
を
確
保

す
る
た
め
、
製
造
販
売
業
者
等
は
、
直
接
の
容
器
又
は
直
接
の
被
包
に
、

蹂

　

　

　

　

　

　

　

　

っ

引

剣

劉

川

捌

劉

日

引

割

り

馴

劇

劉

「

ｄ

紹

口

で
―

目

釧

刻

馴

尉

コ

回

劃

倒

剰

劉

当

司

刻

Ｊ

剰

ゴ

期

劇

掛

倒

ヨ

劃

測

翻

劃

翻

劃

周

劃

引

∃

ヨ

Ⅱ

コ

劇

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品

の
う
ち
、
特
定
生
物
由
来
製
品
に

つ
い

て
も
、
採
血
国
及
び
献
血
又
は
非
献
血
の
区
別
を
表
示
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

割

「

劇

創

Ｊ

剰

剛

創

難

割

到

酬

訓

劃

翻

剛

ま
た
、
血
液
製
剤
代
潜
優
薬
品
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
第
六
に
示

し
た
薬
事
法
に
基
づ
く
規
制
を
適
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
患
者
又

は
そ
の
家
族

へ
の
説
明
及
び
同
意
あ
る
い
は
記
録
の
保
存
等
に
つ
い
て
も

、
必
要
に
応
じ
、
特
定
生
物
由
来
製
品
と
同
様
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

Ｚつ
。血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
は
、
血
液
に
由
来
す
る
製
剤
と
同
様
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
患
者
に
応
じ
適
切
に
、
ま
た
適
正
に
使
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

Ｚ
つ

。

一
一　
採
血
基
準
の
見
直
し

四
〇
〇
ミ
ン
リ

ツ
ト
ル
全
血
採
血
等
の
対
象
年
齢
等
を
規
定
し
て
い
る

採
血
基
準
に
関
し
て
は
、
献
血
に
よ
り
得
ら
れ
る
血
液
量
の
確
保
と
と
も

に
、
献
血
者
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
に
、
体
重
、
採
血
間
隔
、
血
中

ヘ

モ
グ

ロ
ビ
ン
値
、
比
重
等
の
デ
ー
タ
や
新
た
な
感
染
症
の
発
生
状
況
等
の

最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
、
諸
外
国
の
状
況
も
勘
案
し
、
専
門
家

の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
採
血
基
準
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

〓
一　
血
液
製
剤
の
表
示

血
液
製
剤
に
つ
い
て
は
、
患
者
又
は
そ
の
家
族
の
選
択
の
機
会
を
確
保

す
る
た
め
、
製
造
販
売
業
者
等
は
、
直
接
の
容
器
又
は
直
接
の
被
包
に
、

採
血
国
及
び
献
血
又
は
非
献
血
の
区
別
を
表
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

ま
た
、
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
の
う
ち
、
特
定
生
物
由
来
製
品
に

つ
い

て
も
、
採
血
国
及
び
献
血
又
は
非
献
血

の
区
別
を
表
示
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
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四
　
血
液
製
剤
等

の
研
究
開
発
の
推
進

血
液
製
剤
の
接
仝
性
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
国
は
、
血
液
製
剤
の
安
全

性
の
向
上
に
係
る
技
術
開
発
の
支
援
等
を
行
い
、
製
造
販
売
業
者
等
は
、

よ
り
安
全
性
の
高
い
血
液
製
剤
の
開
発
等
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

等にはざ鰤轍型脚脚峰戯一絆綱辮懃「脚レ噺獅」襲綽に回［蜘齢

業
者

の
製
造
能
力
等
を
勘
案
す
る
と
、
今
後
と
も
、
遺
伝
子
組
換
え
製
剤

等
の
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
の
開
発
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
人
工
血
液
等
、
新
た
に
開
発
さ
れ
る
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品

に
つ
い
て
は
、
血
液
製
剤
と
の
比
較
に
お
い
て
優
れ
た
安
全
性
及
び
有
効

性
を
有
す
る
も
の
の
製
品
化
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
研
究
開
発
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
。

五
　
瀾川
硼
期
罰
側
Ч
胴
割
創
Ш
倒

１
　
輸
血
用
血
液
製
剤

悧
判

劇

翻
到

綱

劉
側

冽

司
日

引

Ｊ
司

翻

「
翻

凋

創

∃

側

ヨ

鮒

創

糊

割

鋼

硼

引

日
‐

洲

ヨ

∃

引

尉

劇

封

馴

引

測

ゴ

「

「

副

劉

口

劉

訓

月

刻

劇

窮

謝

∃

鼎

り

翻

劉

到

測

悧

司

刹

「

国

月

∃

ヨ

劃

馴

調

劃

引

翻

引

罰

劃

コ

捌

劉

倒

劇

封

珈

劃

調

＝

＝

淵

Ц

翻

罰

詞

創

劉

園

ヨ

湖

割

司

翻

劉

樹

劇

日

馴

日

引

劃

剰

翻

酬

日

引

劉

＝

コ

「

引

Ｈ

劇

司

劃

到

日

劉

劃

引

引

Ｊ

列

罰

コ

「

日

劉

列

を
す

る
必
要
が
あ

る
。

Ｊ

国

定
‐

目

列

「

劇

馴

Ｊ

司

劉

「

刻

劇

引

ヨ

到

到

剣

翻

Ｊ

割

り

州

雪

伺

剰

「

日

劃

ヨ

劉

引

劉

四
　
血
液
製
剤
等
の
研
究
開
発
の
推
進

血
液
製
剤
の
安
全
性
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
国
は
、
血
液
製
剤
の
安
全

性
の
向
上
に
係
る
技
術
開
発
の
支
援
等
を
行
い
、
製
造
販
売
業
者
等
は
、

よ
り
安
全
性
の
高
い
血
液
製
剤
の
開
発
等
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

等はほど鰤呻型］い峰戯糾締檄酔『紳勒獅獅」蝶綽∝印鰤蜘齢

業
者
の
製
造
能
力
等
を
勘
案
す
る
と
、
今
後
と
も
、
遺
伝
子
組
換
え
製
剤

等
の
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品
の
開
発
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
人
工
血
液
等
、
新
た
に
開
発
さ
れ
る
血
液
製
剤
代
替
医
薬
品

に
つ
い
て
は
い
血
液
製
剤
と
の
比
較
に
お
い
て
優
れ
た
安
全
性
及
び
有
効

性
を
有
す
る
も
の
の
製
品
化
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
研
究
開
発
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
。
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